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池間島の祭祀と漁業
─
その足跡と地域共同体の再生
─
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子
はじめに離島苦（島ちゃび）からの解放と集落空間の変貌
		
　
弓状に連なる琉球弧のほぼ中央に宮古島、大神島、来間島、伊良部島、下地島、多良間島、水納島
と共に点在する宮古群島の一つである池間島は、宮古島の北西一六キロメートルに位置する。平坦なサンゴ礁石灰岩からなる面積二・八三平方キロメートル
）1
（
の周囲は、ぐるっと回っても一〇キロメー
トルにも満たない。ガジュマルやブッソーゲがからみつく民家、乾いた白い道がいっそう南の島を印象づける。かすか 風音をたてて陰をつくるガジュマルの大木の下で、漁を引退した老人たちが両膝をかかえてすわっている。
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時間が止まったようないつもの島の表情だ。南端の池間港から集落に通ずる小道の左手に、こんも
りと樹木の茂る森がある。その茂みに向って、サザエやシャコ貝のいっぱいに詰まった網袋を頭に乗せた干瀬帰り 老婦人 空いた片手を恭しくささげて通り過ぎる。こ 日の海からの贈り物に感謝を込めているかのようだ。 の奥にはオハルズ御嶽
）2
（
（ナナムイ＝七杜）があり、島の守護神、男神ウラ
セリクタメナフノ真主（御嶽由来記
）3
（
）を祀る。島民は年に一度の祭祀「ミャークヅツ」以外は、ツ
カサンマ（女性司祭者）の許可がない限り足を踏み入ることはできない聖域である。　
池間島はかつて平良港からフェリーで約五〇分、海上に浮ぶ小さな離島であった。島外へはすべて
海上交通に頼る島「イケマ」の名は、東恩納寛惇によれば「イケハナレ」の命名で、 「いきはての島」の意であるという
）4
（
。その島に、
. 全長一四二五メートルの「池間大橋」が開通したのは、一九九二年
二月 ことであった。平良市域の一部地区として離島苦からは解放されたが、
. その様相はすっかり変
わった。　
カツオ漁業と御嶽信仰によって形成される村落構造と、そこに生きる女性たち 生活史を課題に「南
琉球研究会調査団
）5
（
」の一員として、私が池間島をはじめて訪れたのは一九八五年八月末のことだっ
た。ほぼ同時期に潜水による大型網漁法を生み出し県外や海外に出漁し、大きな影響をもたらした沖縄本島の糸満漁民の調査を始めた時期でもあった。その後も数年の島通いを続け、ささやかな報告を書くにとどまっていた。そして二〇一七年五月、改めて池間島がど ように変貌したのか再調査に入
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る機会を得た
）6
（
。島を支えてきたカツオ漁は、化学調味料の普及に伴うカツオ節の価格下落、外国産
の安価なカツオ節の流入、近海を回遊するカツオの減少、燃料費の高騰などで採算が取れなくなり、二〇〇〇年代に入ると衰退の一途をたどる。　
私が取材したカツオ加工工場の一つ「マル満」の経営者、川満安生さん（一九三五年生まれ）は、
多くのカツオ船が撤退した後も、最後までカツオ船と工場を切り盛りしてきたが、池間のカツオ創業一〇〇周年を迎えた二〇〇六年、船と加工工場 閉じた 川満さんによると、船を購入し工場を建設したのは一九六五年。豊漁の年の操業期（五月から十月）には、一〇〇トンを水揚げし、カツオ節二〇トンを県漁連に出荷していた。上級品のカツオ節は、一キロ当たり三 円で取り引 され 高い収益があっ 。価格の下落後もカツオ節から観光土産用の「味付けなま 節」に切り替え対策 練ったが、人気も一時的で廃業に追い込まれたという。　
その後の島の漁業は一本釣りが中心となった。沖合ではパヤオ（浮魚礁）を利用したカツオ一本釣
り漁業、底魚を対象とした深海一本釣り漁業 主体であ 。二〇一七年の池間島の人口は三六七世帯人口五九八人
）7
（
。池間漁協の正組合員は三九人、準組合員八四人、マチ釣りなどの二トン以上が一一
隻、二トン以下の一本釣り 一〇隻 その他はもぐり四隻、ダイビング一三隻である
）8
（
。カツオ漁が
栄えていた一九八〇年の国勢調査では、人口 二三五、世帯数四〇五 水産業二〇一六であっ ことからも漁業の衰退は明らかである。
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夢のかけ橋として、交通事情の改善、産業の振興、教育環境の向上、医療事情の改善、生活環境施
設整備の促進が期待された池間大橋だったが、逆に人口流出に拍車をかけ、医師の常駐はなくなり、巡回診療もなくなった。　
漁業を経済的主軸として、島の共同体を支える精神的支柱は絶え間なく行われてきた御嶽祭祀であ
る。それを司るのがツカサンマと呼ばれる女性司祭者であった。その神職も近年なり手がなく二〇一七年以来空白であ 。　
高齢化率四六・六％
）9
（
の島はカツオ漁の衰退と、神役不在の中で限界集落としての道を歩む以外な
いのかと、重い足取り 池間入りした私だったが、予想に反して、島は県内外からも注目される新たな歩みを始めていた。　
池間島出身の女性たちによって、ＮＰＯ法人いけま福祉支援センターを基盤として、小規模多機能
型居宅介護事業所「きゅーぬふから舎」 （今日も楽しいねと過ごせる家）が運営され、地域住民の交流を促進する島おこし事業、民泊事業、児童クラブ事業 ど多彩な活動が実践され、コミュニティ 再生が図られていた。池間島が歩んできた三〇年の足跡をたどり、労働と祭祀を軸にした共同体の衰退と再 の島の精神的営為を見つめる。
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一
　
池間島の祭祀とカツオ漁の両義性
1．神役組織の改革
　
宮古・八重山の先島諸島で呼称される「ツカサ＝司」は、沖縄本島やその周辺の島々のノロや根神
に当たる
）（1
（
。池間島では「ツカサンマ」 （ンマは母の意）と呼んでいる。住民の一年は、初マビトゥダ
ミニガイ（年頭の住民健康願い）で始まり、新学期のシートガンニガイ（学童の学力向上の願い）など島の人びとの平安と健康を願う祈願から、ズユシニガイ（魚寄せ願い） 、ウフビューイニガイ（粟の豊作願い） 、マミダミニガイ（豆の豊作願い）などの漁業と農業の祈 にいたるまで、代々引き継がれてきたツカサンマの手帳に記録される祭祀と神願いは五〇に余る。ツカサンマは五人によって構成され、任期は三年である。
一
. 、最高職のフズカサンマ（大司） 。 「フンマ」ともいう。フは大の意味ですべての神事の責任者でもある。
二
. 、 「アーグシャー」アーグを歌うツカサンマのこと。 「アーグシャ （者） 」あろうが、ここでは当地の呼称に従う 神憑り 役目を担うことから、別名カカランマ、カカリ ンマとも呼ばれる。
三
. 、ナカンマ（中司） 。祭祀の折に御願用の品々をフズ サ に渡す役目で、神事を円滑に運ぶ役目である。
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四
. 、御願の準備や用具を運ぶなど、お供をして小間使い役を務める二人の「トモンマ」のアニンマ（姉）役。普段フズカサンマが外出するときや、祭祀中にトイレに立つ時も必ず付き添うのが役目である。
五
. 、お供の妹役はウトゥガマンマと呼ばれ、アニンマの補助役である。
　
ツカサンマの選出は、島に住む五一歳から五五歳のすべての女性が対象となり、 「ユリ」 （揺り）
. と呼
ばれる方法で決められる。御嶽に入り、島内の該当者の名前を書いた紙片を球状に丸めて盆の上に並べ、自治会長がその盆を揺り動かす。丸めた紙片が落ちる。落ちるたびにその名前を記入し、最初に七回落ちた人がフズカサンマ、次にアーグシャー、ナカンマ、アニンマ、ウトゥガマンマの順で決め
られる。私は幸運にも一九八五年の池間島最大の祭祀である
. 「ユークイ」 （豊穣を乞う）
. を見聞できた。
　
五人そろってのツカサンマは二〇一二年までで、
その後は少数のツカサで変則的 継続され、二〇一七年から二年間は存在しない。池間島では、これまでも神役の任期を終身制から四年制を経て三年制へ、ツカサの員数も一〇人から五人へと、神役組織の改革を手がけてきた経緯がある。
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ツカサの復活を願う池間自治会は、今年二〇一八年二月、フズカサンマとアーグシャー体験者と村
の役員によって、ツカサンマの選抜行事が行われた。五人のツカサが選ばれたが、全員辞退という結果であった。後日、私は仲間正明自治会長に今後の対策を尋ねた。 「ツカサンマの存在なくして池間住民の平安と伝統は成り立たちません。なんとしても必要です 今後は選ぶ年齢を広げるとか、任期中の経済的援助など、選別の規約を変えて、時代の潮流に沿った方法を探っていかなければならないと考えています。自治会の総会にかけて、島民の総意で必ず選出し い」と決意を語ってく た。
2．カツオ漁最盛期の漁労と祭祀
　
雨期明けを知らせる季節風、カーチーバイ（夏至南風）が吹き始める六月、かつて池間島ではカツ
オ漁の季節を迎えた。一九八五年八月。当時は島に一軒しかなかった民宿「勝連荘」をひとりで切り盛りしていた女主人、秀子さんは私を家族のように受け入れ、泊り客が多い時は容赦なくその接待に駆り出した。夜になると人びとが集ってきて、聞き取 の場ともなった。私は島のリズムに包まれて、近隣のお宅の空いている自転車を借用して、炎天下 島を取材 走り回る数日を過ごしていた。島では予定はあってなきがごとしだ。目的地に向 急いでいても、たまた 道で出会った老人 「ネーネー（お姉さん） 」と呼び止められれば、護岸や木陰で長時間にわ る聞き取りに ることもあれば、獲れたばかりのカツオやタコの 馳走に預るこ もあ た。
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島の朝は早い。午前六時、親子ラジオ（有線放送）によって一日は始まる。 「島だより」の合図であ
るイメージソング『恋のはりみず港』 （作詞・大城弘、作曲・高野申）が響き渡る。 「船が着く日の港の夜は街もにぎわう三味の音に…」 。音楽が止むとその日の神願い行事や冠婚葬祭、自治会、漁協からのアナウンスが始まる。池間親子ラジオ社は、譜久村健さん（一九二五
─
二〇一〇）によって、一九
五五年以来守り続けられた島の重要な地域メディアであった。　
突如港が活気づく。出漁中の専属カツオ船「宝幸丸」 （船主・川満安生）の浜川清治船長から無線
で大漁の知らせが入ったのだ。シケ続きの海で久しぶりの快挙だ。やがて一五人の乗組員を乗せた一七・七四トンのカツオ船 、高らかに演歌の旋律を鳴り響かせ、大漁旗をたなびかせて入港してきた。人びとが港に走り出す。喧騒の中、一〇キロクラス カツオが続々と水揚げされた。　
カツオは腐敗度の早い魚である。加工作業もスピードが要求される。カツ 工場の大手「マル満」
での作業現場を見る。
①〈生切り〉切り台の上で工場長を中心に男たち三人がカツオをさばいている。頭を切り、内臓を
取り除き、背皮をはがして、背側（雄
お
節ぶし
）と腹側（雌
め
節ぶし
）に切り分ける。一〇キロ大のものは四
つ割りにする。
②〈篭立て〉生切りされた魚肉は煮篭にていねいに並べる「篭立て」作業。③〈煮熟〉 。じっくり約一時間半煮込ん 釜出しされたカツオは次 工程へ
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④〈骨抜き〉二〇人の熟練した女性の手がいっせいに皮、うろこ、皮下脂肪を取り除き、一本一本
骨を抜いていく。骨抜きを終えた段階で、水分を蒸発させる。
⑤〈整形〉骨を抜いたあと 傷や身割れを整形する作業に入る。頭や骨に付着した肉を加工した「シ
ルク」と呼ばれるすり身を使用する。竹のヘラを用いて割れ目や傷に埋め込み形を整えていく。この作業を「モミツケ」ともいう。
⑥〈焙乾〉整形過程を終えたものは焙乾「一番火」 「二番火」
へ。四日目からは焙炉小屋でマキを焚いて棚焙乾をする。仲間邦夫工場長（一九二七年生まれ）が、水分の抜け具合を一本ずつ点検している。大きいものは二週間、小さいものでも一週間はかかり、池間島方言 「フダ」と呼ばれる荒節となる。
⑦〈削り〉焙乾が終了したら、有線放送で削り女工たちに
知らされ、 「フダ削り」に移る。多くは主婦なので自宅に持ち帰り作業す 。 「荒節」の表面に浮き出た脂肪のかたまりや不純物を削り落とし、カツオ節としての形を整える。仕上げの技術が問われる重要な作業だ。用 ら
「削り」作業をする明治生まれの仲間フミさん。
	 19（5年（月
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れる用具は、ツキボー、ヒキボー、カラクリという小刀で「フダキズーガタナ」 （カツオ節を削る小刀）と総称される。カツオ加工に従事する女性たちは、所属工場（四企業）の作業日程に従って、午前六時半に 仕事に就く。
　
商品の価値を決める削りの技術は決して容易ではなかった。 「節自然ノ形状ヲ保持セシメ…美術的
ニ
）（（
（
」. 削ることが条件づけられていた。削りの名人であり最高齢者である仲間フミさん
. （一九〇八
─
二〇〇九）
. も、
. 日陰を求めて自宅横の路地に敷物を広げて削り始める。その髪には戦後四代目のフズ
カサンマをつとめた証の鼈甲のかんざしが止められている。　「カビ付け」によって「本枯節」となる鹿児島県枕崎の製品とは異なり、池間島は「荒節」で出荷される。カツオ節の年間消費量トップの沖縄では、一般家庭で日常的に使用され、濃い出汁が取れる乾燥度の低い荒節が好まれるた だ。仕上げられたカツオ節は平良経由で那覇へ出荷される。〈カツオ船専用の神事〉　ある朝、工場横の茂みの小道を着物姿のひとりの女性がミキ、塩、米の膳を頭に載せて浜に向かう
姿があった。 「ニガインマ」 （神願いをする女性）である。各カツオ船には、船の安全と大漁を祈るニガインマが二人ずついる。そのひとりは必ず船長の妻が務める。カツオ船独自の祈願な で、ツカサンマは関与しない。以下の祈願のほかに毎月一日と一五日にも行われる。私の出会ったニガインマは
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「宝幸丸」に属し、船とカツオ工場の人びとのために、月の初めの願いをしていたのである。　「組合ニガイ」と呼ばれるカツオ漁船組合の神願いは一四種におよぶ
）（1
（
。①ハズミニガイ（カツオ漁
操業開始前の総合的な願い） 、②マビトゥニガイ（組合員の健康願い） 、③シンドゥニガイ（船長のための願い） 、④ウヤカタニガイ（船主のための願い） 、⑤ウフユダミニガイ（豊漁を祈る願い） 、⑥ウヤカタ・ウフユダミ・ニガイ（船主がもうけるようにとの願い） 、⑦カリウスダミニガイ（海上の安全を祈る願い） 、⑧ボースンダミニガイ（水夫長のための願い） 、⑨キカンシャニガイ（機関士のため 願い） 、⑩カイケイニガイ（カツオ船の出納を担う会計係 ための願い） 、⑪ミガ ・ミッビイヌ・ニガイ（望遠鏡で魚群を探し当てる人のため ⑫キカイダミニガイ（エンジンが故障せずに潤沢に操業できるようにとの願い） 、⑬リューキューニガイ（竜宮の神 お ⑭オワリ 漁期終了の祈願）である。このうち①、④、⑬、⑭は、最も重要で豚を殺して海の神に献上し、参加者と共食する大がかりな「ワーガンニガイ」 （後述）である。　
池間島のカツオ漁業を最後まで模索してきた宝幸丸船主の川満安生さん（前出）と、三〇年ぶりに
再会した。いま、妻 トヨさんと静かな余生を送っている安生さんは八三歳を迎え、カツオ船だけで一四種の神願いをした時代を懐かしんだ。　「この組合願いはカツオ漁業の発展過程で行われるようになったんです。船長（シンドウ） 、船主（ウヤカタ） 、水夫（ボースン） 、機関士（キカンシャ） 、会計（カイケイ）と、船で働く者の安全を 豊
316
漁を祈願する。操業する者もカツオ節加工する者にとっても大切な願いであり、一度も欠かしたことはありませんでした」と語 。池間島の労働と信仰が一体化して形成された神願いであった。
3．原始的漁法からカツオ漁の導入
　
沖縄におけるカツオ漁が鹿児島からもたらされたのは一九〇一年、沖縄本島那覇市の西方に位置す
る慶良間諸島の座間味村においてであった。水産物の流通、漁業用資材の調達、水産加工の面で優位性を誇っていた本土漁業者によって「沖縄漁撈集団」が組織されたのが始まりであった。糸満漁民から伝授された追込網漁法による餌料（活き餌）の採捕という本土漁民には真似のできない技法を武器に沖縄のカツオ漁は発展した。さら 県は補助金を出して生 地 製造設備 改善、水産試験場より製造手を派遣して伝習させ 。明治末期 は本土経営者 手を離れ、大正年間 全国第三位のカツオ節生産額 誇り
）（1
（
. 、砂糖にならぶ沖縄の重要な産業となっていく。
　
そのカツオ漁が池間島に導入されたのは一九〇六年七月のことであった。鹿児島県出身の鮫島幸兵
衛が、平良村字西里においてカツオ漁船二隻を借り受け、鹿児島県と宮崎県の漁夫および平良村池間島の漁業者を乗り込ませ、池間島を根拠地に操業したことがき かけ
）（1
（
。これまでの原始的
なクリ舟による漁業からみれば、ま に驚くべき近代 であった。　
一九〇九年、組合員数二七八人、発動機船七隻、刳舟五六隻、その他五隻の規模で漁業組合が創設
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された
）（1
（
。池間と前里両字の頭文字をとって「池前漁業組合」と名づけられた。池間漁業組合の前身
であり、沖縄県による漁村振興という期待を担っての発足であった。　
カツオ漁とカツオ節加工の技術導入と経緯に関して、池間島の漁業史である『仲間屋真小伝（池間
島漁業略史）
）（1
（
』. によれば、組合発足の翌年、
. 一九一〇年には鰹漁業生産組合が結成され、鮫島から船
を譲り受け、池間だけで本格的な経営にのりだした。二、三〇人で出資して新造船を建造したものも含め、漁福丸、池間丸、宝山丸、重宝丸、漁生丸の五隻のカツオ船が誕生した。いち早く日本本土から機関士 招いて帆船から発動機船に動力化を図った は重宝丸であり、他船も相次いで動力化 。　
一九一五年、二七歳にして漁業組合の組合長に就任した仲間屋真は、本格的に専門のカツオ節の削
り女工養成を計画した。それまでは製造人が余暇をみて削 て たカツオ節加工も、漁獲物の増加によって追いつかない状態を迎えたの ある。技術の優れた者が教師となって小学校を卒業したばかりの少女たちが次 ぎと養成されていった
）（1
（
。
　
加えてカツオ漁に必要な活き餌の捕獲方法も池間は他地域とは異なっていた。一般に県内のカツオ
漁業は、活き餌を捕獲する「餌捕り 民」と「カツオ釣り漁民」が分離した漁業体だが、池間の場合は一体化されていた。つまりカツオ釣 師が自ら海に飛び込み 追込漁によって宮古海域に多く生息しているウフミー（テンジクダイ稚魚）やサネラー（グルクン稚魚）などのカツオ餌料魚
）（1
（
を捕獲
し、漁場へ向かうという得意技であった。小さな島は第一次世界大戦の好況の波にのって、他村を圧
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する生産高を上げた。一九一四年ごろにはすべての鰹漁業が発動機船を使用するようになった
）（1
（
。一
九二一年度でみると、池間島の組合船である宝山丸が県下上位の漁獲高 記録していた
）11
（
。
　　　
4．新天地を求めた恐慌期の南方・南洋出漁
　
一九二九年から始まった世界恐慌の波は池間島にも押し寄せ、カツオ漁は苦境に陥った。その年、
七人の池間青年がボルネオに渡航した。英領の北ボルネオでカツオ釣漁業や缶詰業で手広く事業を展開していたボルネオ水産会社から、池間漁業組会に対し、カツオの餌取り 者を雇い入れたいという要請に応え ものだった。派遣されたのは、勝連敏夫、仲間貞栄、与那覇勝米、前泊徳正、新城増蔵、川上金四郎、新城金次郎であった。二年契約で賄い付き、給料は五〇円であった
）1（
（
。さらに沖縄
水産会はボルネオ水産株式会社と提携し、一九三六年に「英領 移住漁業団」を結成。同年、先発隊として池間島の宝泉丸と平良久松地区（久貝、松原）から久松丸の二隻が出 した。池間島の宝泉丸の乗組員 、三一名だっ
）11
（
。いわゆる「南方カツオ漁業」と呼称されるが、南方とは大まか
に「我が国より南、赤道より南も含めて南方」であり ボルネオ島 セレベス島、ハルマヘラ島周辺などを指すという
）11
（
。
　
池間島のカツオ漁業に見切りをつけた漁師は苦境を打開すべく周年操業が可能な南洋群島のトラッ
ク諸島やポナペ島などに渡 、カツオ漁 従事した。 洋群島は一九一九年、日本が国際連盟によっ
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て委任統治を託された地域で、南洋庁管轄下のマリアナ群島、カロリン群島、マーシャル群島をさす。さらに六つの行政区に分けられ、サイパン、ヤップ、パラオ、トラック、ボナペ ヤルートの各島に六支庁所が置かれた。一九二九年から三〇年にかけて渡航者は急増、呼び寄せ、家族連れ、削り女工がこぞって海を渡っていった。南洋出稼ぎは沖縄漁業全体 潮流であり 自力で経営する者、南興水産会社などとのタイアップ、単なる労務者など形態はさまざまだった
）11
（
。経済的破綻の「ソテツ地獄」
の沖縄から南洋渡航者 続出し 県人の 移住は年ごと 増大、一九三七年には、県人が三万四〇〇〇人を数え、在留邦人の五五％を占め 太平洋戦争中の一九四二年は五万六九二七人に達した
）11
（
。
　
各群島に出稼ぎ移民していた池間島の人びとは、第二次大戦の緊迫した状況の中で故郷に引き揚げ
敗戦を迎えた。米軍占領下でカツオ漁師たちは漁業を再開。 後は物資不足によるインフレでカツオ節などが高値で売れ、戦後カツオ漁の復興の契機となった。　
池間島の漁業発展史 おいて形成期を担った仲間屋真に対し 戦後の漁業展開を担ったのは、前述
の『仲真屋小伝─池間島漁業略史』を著わした仲間の甥 森田眞弘（旧名・勇勝 一
─
一九八〇）
であった。森田は県立水産学校（現・沖縄県立水産高校）を経て中央大学に進み 一九三七年卒業と同時に農林省水産局（現・農林水産省水産庁）に入省。しかし一九四五年、森田のふるさ は沖縄戦によって漁船はもちろん漁具、各種 施設はほとんど壊滅、水産業は窒息状態であた。米軍の占領によって各群島に軍政が敷かれ水産行政も軍政下に置かれた。一九 〇年に住民側自治機構の一つで
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ある「琉球農林省」が設置され、翌五一年四月、米国民政府によって暫定的統治機構である琉球臨時中央政府
. （翌年に琉球政府）
. において「琉球農林省水産局」が発足、森田は沖縄の求めに応じて水産
庁を辞して琉球農林省水産局長に就任する。　
一貫して水産行政を歩み続けた森田は、さらなる沖縄水産業の開拓を胸に、一九五五年に琉球政府
経済局水産課長を依願退職。翌一九五六年からサンゴ漁業の経営に着手、宝石珊瑚漁の経営に携わる。四年間の漁場検査を経 、一九五九年 月、森田が経営するサンゴ船が宮古島北方宝山曽根でサンゴの漁場を発見する
）11
（
。翌六〇年春から本格的に採取され、サンゴ漁業市場は空前の大漁場と高く評価
された。約一〇年にわたって良質の桃色サンゴが採取され、最高額を誇った六三年には一万五〇〇〇キロ余、一一 万ドル余の生産が り 宮古島の宝山曽根はサンゴの産地としてクローズアップされた。開発 には大小七〇隻近くの漁船が殺到し、水産業界は混乱した
）11
（
。その年六月、 「琉球
珊瑚漁業者輸出組合」 （森田眞弘組合長）を設立、販売対策と輸出窓口の一本化がはかられたが、生産過剰で価格は四分の一に暴落し、漁場は枯渇し、夢はもろくも消え去ったが
）11
（
、池間の漁業史上特筆
すべきことではあった。そして森田 その後も、琉球漁船保険組合長 琉球水難救済会理事に就任一九八〇年、六七歳の生涯を閉じるまで戦後沖縄の水産会を担い続けてきた。　
一九六〇年、ボルネオでのカツオ漁に着手した大洋漁業株式会社傘下の大洋水産は、池間漁業組合
に船ごと雇い入れの話を持ち込み、四〇人近い漁師がボルネオに渡航し 留守宅には月五〇ドル（一
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万八〇〇〇円）が会社から直送され、家族はうるおったという
）11
（
。
　
さらに一九七〇年代からパラオやパプアニューギニアへの出漁が再開される。現在、一本釣りに従事
している山口修さん（一九五六年生まれ）も二〇歳の成人式を迎えて、南方カツオ船に参加した。パプアニューギニアで操業していたカツオ船、新福丸（長嶺隆博船主・五〇トン）だ。数年おきに二人の弟たち、直人さん（一九五九年生まれ）と康成さん（一九六一年生まれ）も参加した 一隻 一五人前後は乗船するので、池間島からほとんどの漁師が参加している。修さんは七年間参加したが、健康を害して帰国を余儀なくされた。いま、弟の直人さんと兄弟船でマチ（ハマダイ 類やハタ（ミーバイ）類を漁獲している。　
一九七七年の「二〇〇海里（排他的経済水域）の制定、七九年の第二次オイルショックによる燃料
の高騰が重なり、南方漁業は終焉を迎える。
5．再生を図る伝統漁法の「石巻落とし」
　
現在池間漁協で営まれている主要な一本釣りには、伝統的な「石巻落とし」と電動リールによるも
のの二種類ある。那覇の垣花漁民によって伝えられたという釣竿を使わない石巻落とし漁法は、エサと針と糸と石だけの釣りだ。　
二〇一七年六月一一日午前、伊良波満也さん（一九五五年生まれ）の漁法を見る。満也さんの父、
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進さんは島でも指折りの漁師だった。 「吉進丸」 （一二・二八トン）を操り、カツオ漁に従事し、閑期は石巻落としでその水揚げを誇ってき いま長男の満也さんが引退した父の船を引き継ぎ、父から学んだ伝統の石巻落としで、ミーバイやマチなどの高級魚を釣り上げている。満也さんはまず石にこだわる。一般に用いられる粉砕した鋭角な琉球石灰岩ではなく、波や砂に洗われて周りが削られた自然の石を用いる。釣り糸が石に密着 て途中で切れたりするトラブルが少ないからで、日ごろか 適当なも を拾い集めておく。餌はグルクンの稚魚 どを用い、切り身に釣り針をかけ、三〇〇グラムほどの琉球石灰に載せて先糸ナイロンテングスを数回巻いて固定 。さらに細かく刻んだ撒き餌を加えて巻き付け、 糸をはさみ止める。その間ほんの二〇秒ほどだ。　
漁場に向かい、船に備え付けられた探知機が魚の群れを捉えたら、その一〇〇メートル手前にアン
カーを投入し 船を安定させる。すか ず餌付きの石を海中へ。魚群の位置を見定め、糸を操作し石をはずし、餌を漂わせて魚を食いつかせる。すべて手 感覚が頼りだ。針の付 た餌は潮の流れに乗って自然に漂うので魚も警戒しない。先人の知恵が生み出 た合理的な漁法だと、満也さんはいう。
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二
　
豊饒の海と干瀬のくらし
　
1．干瀬と女たちの漁労
　
池間は漁場に恵まれていた。島を囲むようにして付近にはフッビジ、イラビジ、タチャタイ、フナ
ガル、ニグービジなど魚が群れる干瀬が連なっている。潮のひいた浅瀬は魚やンナ（サザエ） 、ニグー（シャコ貝）などの宝庫だ。女たちは干潮時には決って海にでる。自分たちで櫂を握り、手漕ぎの船やサバニを漕いで出かけていく。ここ池間島は、女人禁制の漁船など本土や沖縄本島に根強く残る性を穢れとする漁村特有の因習からは無縁の精神風土を形成している。　
一九八七年二月末、私は親泊文さん（一九一五
─
二〇〇二）が所有するティンマ船で、干瀬行きに
同行した。メン ーは四〇代から七〇代の女性一〇人。強い紫外線よけの帽子と衣類で身づくろいした女漁師たちは漁場の干瀬を目指す。　
文さんはかつてフズカサンマをつとめた経験を持ち、島の行事には欠かせない祭司者であった。数
え年二七歳で であった夫を亡くした文さんが三人 子どもを育ててこられたのは、島を取り巻く干瀬のおかげだったと語る。 獲物のひとつひとつ 生活費になり、子どもの帳面代、鉛筆代になったと、肝っ玉母さんは笑う。　「そうさあ、船の歌を歌って、舵とって、漕いでいくさあ」 。池間の美空ひばりの異名をもち、 「ミャー
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クヅヅ」をはじめ島の行事には、決まって文さんが先頭に立ち音頭をとる。五〇曲近い池間島のアーグ（歌謡）を歌えるのは文さんをおいてはいない。それらは若いころからの干瀬通いで、先輩おばあから習い覚えたものだという。船尾で舵をとる文さんの船漕ぎのうた「ナカヤーマーブ」を謡う澄んだ高音が大海に響き渡る。
ナカヤーマーブ（中屋のマーブは）トゥユンシューガ（名高い主の）マブナリャヨーエ（美しい娘でよー
　
一節ごとに櫂を握る女たちが唱和する
）11
（
。
　
池間の島影がぐんぐん小さくなり、大海原に浮かぶ木の葉のような小舟が、哀調帯びた歌謡の旋律
と波音がひとつになって、ゆったりと沖に向かって行く。東側前方のフディ岩の灯台と大神島の三方位を交差させる「山当て」で位置を確認しながらこ 日の漁場、フッビジに着岸。ひどく長い時間思えたが、時計をみるとわずか三〇分しかたっていない。しかし潮干狩りのできそうな干上がった礁原はどこにも見当たらない。女たちは船を降りる 、水深一メートルほどの海中に入って く。目を凝らすと表出しない礁原が続 ている。毎月、旧暦の一日と一五日をピークにやってくる大潮前後の海水の残る干瀬は獲物も多く、ベテラン にとってはかえって都合が良い。一日二回 干潮時には昼も夜も通う。冬の夜のイザリ漁には貝類が多く、サンゴ礁 岩陰でイラウツ（アオブダイ）やツン
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（ミナミクロダイ）などが眠っているので捕獲率が高い。　
女たちは海水の浸る漁場に降り立ち、私の腰に大きな箱メガネと獲物を入れるアンディー （網袋）を
結びつけると、獲物を求めて散っていった。教えられたように、海面に浮かした箱メガネに顔をすっぽりとはめ込んでみる。中腰のからだが浮いて軽々と礁原を歩ける。緑や青や紫のサンゴ礁に目を奪われる。スズメダイやチョウチョウウオが原色を誇って水中を舞う。彼女たちはそれぞれ秘密のタコ穴をもっている。空き家 なったタコ 棲み処は、新 にほかのタコが入 ので、ウギン（銛）で破損しないよう捕らえるのが名人の技である。二時間もすると女たちのアンディーは獲物でいっぱいだ。
2．浅瀬の追込漁ヌーイ・ズガマ・ウイ
　
漁の仕上げは全員そろっての追込漁「ヌーイ・ズガマ・ウイ」 （瀬の上に魚を追い込む）だ。白波の
立つ外海とリーフとの境界線から波に押し上げられてくる魚たちを追 込む島の女たちの伝統的な漁法である。外海近くに一列に並んだ女たちは、けたたましい叫び声を上げながら、水音をたてて海中を走り出す。　「あいだを開けるな！」 「もっと走れ！」といった意味のことを口々にわめき合いながら魚を脅すのだ。十分に追いこんだら、リーフの岩陰 逃げ込んだイラウツ ハラフニャを手づかみすればいい。瀬の横にピタッツとはりつき「寝たふりをしている」のでつかみ易いが、背びれや尾びれには毒があ
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るから、刺されて腫れ上がることもある。あっという間に三時間がたつ。潮が満ち くる時間だ。　
この日「タコ捕り名人の千代ねえさん」で知られる前川千代
さんの収穫は大ダコ二つ、ウニ四キロ、シャコガイ七個、サザエ二〇個、アイゴ七尾、まあまあの収穫だという。 「いつ来ても海は楽しいねえ、帰るのが惜しいさ 」と、勝連昭子さんも大きく膨らんだ網袋を頭に載せて帰りの船に戻ってきた。大らかで、 たくましい島の女たち。彼女たちは女性とし の属性を穢されることな 、経済活動を担う社会的成員として認められ、同時に聖なる祭司行事の主役でもある 働くことは「苦役とし
の労働」ではなく、貧しくとも当たり前で平等な人間的営為として共存社会を成立させている。とくに先島といわれる宮古・八重山においては、沖縄本島の家父長的儒教道徳の影響が希薄なことによって、自由な社会空間が保たれているかにみえる。むろんかつての人頭税による圧政と島ちゃび（離島苦）という受難の歴史の中にあっ も、間断なくくりかえされる祭祀によっ 新たな活力が再生され、いささかも精神をゆがめることなく、開放的な共同体を形成することが出来たのであろう。魚の湧く豊穣の海に、今年も間もなく潮干狩りを楽しむサニツがやってくる。
池間周辺の干瀬は漁獲物の宝庫
タコ捕り名人の前川千代さん
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三
　
海上に浮上する幻の大陸・八
や重干
び
瀬じ
1．柳田国男の「海上の道」
　
春まだ浅い 月末から四月末にかけて、南西諸島は冬の北風が一気に夏の南風に変わり、宮古地方
はビーズン（うりずん）の季節を迎える。大地が潤い、麦の青い穂が出そろうころである。沖縄最古の歌謡集『おもろさうし
）1（
（
』では「若
わか
夏なち
」と詠み、この美しいおもろ語は、現代に言い慣わされてき
た。季節風の変化にともなって一段と陽光を強めるサンゴ礁の海は、よりいっそう輝きを増して夏の始まりを告げる。　
そんな若夏の旧暦三月三日、一年中で潮の満ち引きの差がもっとも大きい春の大潮のとき、池間島
の北方一五キロメートル 洋上 「幻の大陸」と呼ばれる広大な 群 八重干瀬が浮上する。日本文化の源流を南方に求めた柳田国男の構想の舞台「海上の道」である。柳田は中国大陸から通貨としての宝貝（中国では海巴、池間ではスビー）を求めて、八重干瀬に渡ってきた漂流民を日本人の祖とみた。八重干瀬は柳田が注目した宝貝ばかりでなく、シャコ貝、 瀬貝など貝類 宝庫であった。海上に干出 、一〇〇を超えるサンゴ礁群の総面積は南北に 〇キロメートル、東西に六・五キロメートル（一九九九年国土地理院作成地形図） 。その広さは宮古島（一五八・七〇平方キロメートル） 一〇分の一に当たる。
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また八重干瀬は「やえびし」をはじめ「やびし」 （狩俣） 、 「やぴし」 （島尻）など各地で呼称がまちま
ちだが、一九九九年、国土交通省国土地理院が進める八重干瀬の地形図作製に伴い、同院から呼称の統一を求められた平良市（現・宮古島市）は、生活圏としてなじみ深い池間島で呼ばれている「やびじ」とすることを決定。八重干瀬地形図に「八重干瀬（やびじ） 」と記載された。　
ふだんは海面の底に眠っている礁原が、刻一刻と海上に姿を現すと、テーブルサンゴやエダサンゴ
がさまざまな造形美を見せる。この礁原を干瀬（ヒシ と呼ぶ。サンゴ礁の分類上からみれば、八重干瀬は「台礁」と「離礁」のタイプからなり、 が台礁にあたり、その間の暗礁（ミジュキ）は離礁である 、全体には台礁群といえ という
）11
（
。たこや貝たちの棲み処である礁原と、魚たちの群れ
集う 池（イノー）が、同時に干上がり、絶好 潮干狩りタイムを迎える旧暦三月三日、沖縄各地では山海の幸を盛りつけた重箱を持参して浜に降り、潮干狩りを楽しむ「浜降り」が行われる。　
八重干瀬の地元、池間島をはじめ宮古島、大神島、伊良部島など宮古地方ではこの日を「サニツ」
（三日の意）と呼び、島じゅうのカツオ船やスーニ（くり舟）を連ねて八重干瀬に向かい、身体を清めて潮干狩りを楽しむ。一九八六年新暦四月一 日（旧暦三月三日）のサニツの池間島。どこの家でも女たちがヨモギ入りのアカマズ（小豆や食紅を加えた赤飯）の大きなおにぎりや餅の準備に追われていた。　
午前一〇時、港は八重干瀬行きの船と村人で活気にあふれている。私もカツオ船、吉進丸（一二・二
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八トン）に同乗させていただく。低い雲が立ち込め、風も出てきたが、一隻、二隻とエンジンの音を響かせて出港する。吉進丸の伊良波進船長（一九三二年生まれ）も始動を開始。島を後にして北上する。やがて大神島が見えてくる。うねりが高 。島が見え隠れする船のデッキで、船酔いした地元の若い女性が波しぶきを浴びてぐったりしている。さらに直進。東海上に灯台が設置されているフディ岩（筆のおかみ
）11
（
）が現れると、伊良波船長は船を止め、妻の翆さん（一九三二年生まれ）と共に安
全航海の祈願を始めた。この岩には「ふじぬまかなし」という女神が棲み、八重干瀬にはその兄である「とぅがまる」という男神が波 起こし 荒海にするので
）11
（
、漁船はフディ岩で必ず祈りを捧げる
のが慣習だ。こうした民俗的価値が認められて、フディ岩は二〇一四年一〇月六日付けで国の名勝及び天然記念物「八重干瀬」の一部として追加指定 れた。　
船長夫妻はフディ岩に向けた船首に米、塩、酒を供え、深い祈りをすますと、ブン（盆）に載せた
三つの盃を船上の人びとにまわす。神との共食の儀式である。　
出港して約一時間、吉進丸はさらに船を進め、遠く前方に白波が砕けるのが目に入る。外洋とイノー
の分岐点で、リーフの存在を示してい 。八重干瀬の干瀬群は、漁師たち よってそれぞれ 名前がつけられ、好漁場となってい 。た えば池間島 らは距離 離れたリーフは「ウツ」 （遠い） 、干潮でも干上がらない暗礁は「ミジュキ」 、人間 からだにた えた「ドゥ」 （胴） 、 「カナマラ」 （頭） 、草の採れる干瀬は「ウル」 （キリンサイ） 、サザエのいる「ンナガマビジ」 ヒメジ類の宝庫である「イ
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ジャンアギビジ」などである。これらの名づけはよく獲れる獲物の名前、あるいは位置などが基準となって決められている。
2．身を清めて海からの贈り物を享受
　
吉進丸は八重干瀬最大の干瀬「ドゥ」付近に投錨、干出するまで船上での食事となる。船長夫人が
船内の厨房で煮炊きした魚料理や赤飯のおにぎり、ジュースなどを乗船者たちにふるまう。深いコバルトブルーの海面がしだいに淡い色調に変わり、透明さを増して輝き始める。 「幻の大陸」の浮上が間もない証拠だ。緑色のサンゴや干瀬の岩肌がひとつひとつ波間に姿を見せ始め、その広がりを ばしていく。日よけ帽、手袋、地下足袋と完全武装した女たちはまだ潮が退き切らない干瀬に降り立ち「ミナンガハナ」の儀式を始める。　
寄せ来る波を三回飛び越え、その波頭を両手ですくって身を清めるのである。こうしたサニツの禊
の風習は、赤い斑点のある蛇の化身である美しい男に犯された娘が 浜に降りてか だを清 たという南島に伝わる「アカマター伝説」に由来する
）11
（
。儀式を済ませた女たちは、知りつくした礁原で獲
物を求めて散っていった。　
干瀬のいたるところにできた潮だまりに、逃げ遅れたハラフニャ（アイゴ） 、イラウツ（アオブダ
イ） 、タマビ（ハマフエフキ） 、フナズ（イソフエフキ）などが次つぎと女たちの手 かかっている。サ
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ンゴ礁のすき間に潜んでいるニグー （シャコガイ） 、ンナ（サザエ）なども見落としたりはしない。 「ンナトゥイガズ」と呼ばれるカギ状の漁具ですばやくかき出す 礁にへばりつき口を開いたシャコガイは、 「ガギジャ」の細いカギ部分を貝柱に突き刺し、左右に動かして剥ぎ取る。　
こうして海の彼方からウイラ（海上の神）によって運び込
まれたユー （豊穣）を享受できるのは約三時間ほどである。干瀬はふた び満ちてくる潮にその姿を沈め、壮大な宇宙のパノラマ 幕を閉じる。人びとは網袋に詰めた魚介類を持ち帰り、仏壇やウカマヌカン 炊事場の釜の神）に供えて収穫の感謝を捧げ、親族やカツオ船の仲間 ちが集い、歌い踊ってサニツの宴は深夜まで続くのである。
3．人頭税時代の八重干瀬と漁業
　
八重干瀬を含めた宮古近海の一円は現在、池間、平良、伊良部の三漁協が共同漁業権を所有してい
るが、古くは池間島の専用漁場であった。一九〇六年カツオ漁業が導入され 原始的な突き漁や釣り
幻の大陸といわれるやびじで潮干狩り。
　19（6年4月11日	（旧暦3月3日）
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漁から「カツオの島」一色となった池間は、他に先駆けて一九一〇年に鰹漁業生産組合を設立したことは先に述べた。同年八重干瀬 ふじ礁（フディ岩）は法的手続きによって二〇年間の専用漁業権を取得。存続期間の満了後はさらに更新申請をし、一九三〇年八月には地先水面専用漁業権を獲得した。豊かな漁場を確保でき ことに島民は歓喜し、漁業組合主催で開かれた祝賀会では「島をあげて祝い、かつ躍った。会場の小学校は、漁村池間の発展を祝う人びとの拍手で、破れんばかりであった
）11
（
」 。
　
しかし一九三六年、この最良の漁場をめぐって池間島と伊良部島佐良浜の漁民との間に負傷者を出
すほどの漁業権紛争が起こった。当時「八重干瀬事件」とされ、本土にも伝わり『東京日日新聞』 （一九三六年五月六日付け朝刊）に報じられた
）11
（
。
　
佐良浜はかつて苛酷な人頭税下の荒地開発と村立て政策によって、一八七四年に、耕地の狭い池
島の住民が強制移住させられた分村であり
）11
（
、両者はいわば骨肉の争いへと追い込まれてしまったの
である。　
池間ほどカツオ漁が発展し いなかった佐良浜は休漁期のない周年雑魚漁業に従事する者が多く、
八重干瀬の利用度は高かった。入漁権設立にともない、佐良浜漁業組合で 入漁使用料を池間へ納めることになっており、その納付金をめぐってのトラブルであった
）11
（
。歴史的に地先海面は各村の所有
とし、他村の地先を するときは「叶金」という使用料 納める「海
うみ
方ほう
切ぎり
」制度が根強く残る沖縄
では、大型追込網という漁法を持つゆえに入漁権を拒否されてきた糸満漁民に代表 れる漁業権紛争
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が各地で起きていた。もともと海方切制度は、漁獲物の一部を貢租として差し出すことによって漁業が許された首里王府時代に定められた制度であり その旧漁業法が、両島の漁業者間に少なからずわだかまりとかげりを残した事件であった。　
さかのぼれば八重干瀬もまた、王府時代は貢租対象の管理下にあった。正保年間（一六四四～四七）
に検地、作成された『宮古・八重山両島絵図帳』 （宮古島の部）には、八重干瀬が次 ようの記録されている
）11
（
。
八重干瀬一、南北三里東西壱里六町四拾間一、此干瀬ふてのおかミハいけま嶋より寅之方此間弐里拾町一、此干瀬西之はすれハいけま嶋より亥之方此間壱里拾六町一、ふてのおかミより西北之角迄五里
　
このことからも明らかなように、二六〇年余 も続いた人頭税が廃止されたのは、宮古・八重山両
郡に「地租条例」および「国税徴収法」が実施 一九〇三年のことであり、豊かな八重干瀬で業が営めるようになったのは、明治も中期以降のことであっ 。
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4．八重干瀬絵図を書き残した池
いきま
間海
いんしゃ
人
　
漁場をわが庭のように知りつくした一人の漁民が、八重干瀬とその沿岸の干瀬名を書き残した。伊
良波富蔵さん（一九一四
─
一九七六）である。富蔵さんは旧姓譜久村。譜久村金吉の三男として生ま
れた。クブシミ（コウイカ）捕りの名人であった父に習い、一五歳から漁業に就き高度な漁法を身につけた。　
その富蔵さんは一九七五年、すい臓がんに侵され、病床で二〇年来の念願であった八重干瀬と周辺
のサンゴ礁群の図三枚を「世に残したい」と書き残し、翌年の一月二三日、六二歳で逝った。　
絵図には伊良波富蔵の署名と、 「昭和五十年六月」の作成年月が記され、 「池間島沿岸及び八重 」
「宮古島東沿岸及び大神島周辺のリーフ」 「宮古島西沿岸及び伊良部島、来間島周辺リーフ」の三海域の干瀬が書き込まれた。さらに満潮時の水深 ・五メートル内外は斜線で、二メートル内外は枠線のみで干瀬の形を示した詳細なものであった。　
四三カ所まで書き込まれた八重干瀬絵図は、富蔵さんの死後も限られた関係者の間で眠り続けたが
その後、郷土史研究家の前泊徳正さんと、長男の廣美さん（当時沖縄工業高校教諭）によって、九八カ所まで書き加えられた。実際には一五〇カ所前後はあるとされる幻の大陸 様相が浮かび上がったとして、 『日刊宮古』創刊第一号（一九八二年五月一日
）1（
（
）に掲載され、話題を呼んだ。 「二〇年をヤ
ビジ図づくりにかけた海 男の物語」 タイトルで富蔵さんが紹介され、 「八重干瀬の一大ロマン」と
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して紙面を飾った。　
記事は座喜味英二記者（現・農業法人宮原果樹園代表）によって書かれたものであった。同紙の創
刊号から関わり、すでに富蔵さんの情報を入手していた座喜味さんは、一漁師の偉業に感動して紙面づくりをしたと思い出 語る。そしてこの記事と絵図は日刊宮古社の許可を得て、 『南島の地名』 （第１集）
）11
（
に転載され、貴重な資料として残されている。
　
富蔵さんが描いた三枚の原図は、現在、甥にあたる松川浩さん（一九五四年生まれ・宮古島地区防
犯協会池間支部長）が所有している。浩さんの母、松川孝子さん（一九二〇
─
一九九四）は、兄の富
蔵さんが半身不随に陥った病床で力を振りしぼるように絵図を書き始めた現場に居合わせていた。五〇年間の漁師生活で調べてき 漁場を後世に残すことは富蔵さんの執念であり、命と引き換えに書いたものだという母からの伝言と共に預けられた絵図を前に、浩さんは改めてその重さを感じている。「幻の大陸」は、人びとの苦難や喜びをのみこんで、いまは海底に眠っている。
四
　
池間島の死生観
─
動物供犠と死と再生の儀礼
1．いけにえと死者儀礼のダビワー（荼毘豚）
　
島の六〇歳以上の人が死亡した場合は、長寿をまっとうし 人生にあやかり、豚を屠殺して神々に
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捧げ、親族や参加者一同で共食する。その儀式をダビワー（荼毘豚）と呼んだ。参加者と共に神酒や供え物を食する、いわゆる直
なお
会らい
は、神事としての共食儀礼である。
　
宮古諸島にみられる葬送のダビワーに関して、郷土史研究家の岡本恵昭は、 「いけにえ」と「共食」
の二通りの儀礼があったとする。里や親戚の女たちが煮炊きした数々の献立が盛られ「死者を供養し、泣きながら食べた。そこに参加 人びとは、必ず食べた。…共食による魂の参加と死者と生者との別れの食膳 、どうしても葬送の儀礼のなかで出てこなければならず、そこに必然的な〈別 〉の区切りが、示されてこなければならないのである
）11
（
」としている。
　
ダビワー儀礼をしないと地獄に行くとといわれ、豚を食べるときにはこれは婆ちゃんの骨だとか
爺ちゃんの骨だといって食べる。このダビワー 風習の由来について、池間島では 大昔は死人をたべたという伝承が紹介され いる
）11
（
。しかし現在、池間島には共食の形態はない。特徴的なのは、祈
願に関わった女性に対し、茶碗三杯分ほどの大きなおにぎり二個と、豚の煮付け二皿をセットにした持ち帰り用の膳が返礼として準備されることだ　
伊波普猷は広義的に「昔は死人があると、親類縁者が集まって、そ 肉を食った。後世になって、
この風習を改めて、人肉の代わ に豚肉を食ふようになったが、今日 も近い親類の とを真
マツ
肉シシ
親オカエ
類
といい、遠い親戚のことを脂
ブトブトーオカエ
肪親類という民間伝承がある
）11
（
」と記している。
　
いずれにしても骨が重要な意味を持つことは事実だ。記録文学作家の上野英信は 廃鉱後の筑豊か
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ら出稼ぎにでて遺骨となって帰省した元鉱夫の葬儀に関してこう書く。 「形ばかりのささやかな骨嚙みがおこなわれた。骨嚙み は、弔いのことをいう筑豊の土語である
）11
（
」 。柳田国男もまた肥前五島では
葬式の日に、喪家でご馳走になることを「骨咬み」 、または「骨ヲシャブル」という事例を挙げている
）11
（
。
　
精神的な意味合いからかつて実際に骨をしゃぶったのは、 「死んだ人に敬意を表する、または、死ん
だ人の形見を自分の身に入れておくことになる」とするのが折口信夫である。喪家のかまどで炊いたものを食べるのは、共食の式を行うことであり、死者 同格になり、離れぬ関係を結ぶこと、死者の魂を自分の体に入れておくこと なる
）11
（
」というのである。
　
池間島に生まれ、島の民族語彙にこだわる詩人の伊良波盛男は、伝聞として伝えられる原始古代の
カニバリズム（食人風習）に対し、 「ダビワー儀礼がいつの頃に池間島 もたらさ たかは定かでないが、この宗教儀礼は、祖先崇拝や信仰と深く結びつき、島の繁栄、安全、安泰、人命にかかわる重要なカンニガイ（神願い）として受け止められ…いわゆる豚を屠殺して神々 捧げ、健康と繁栄を祈願し、また人命救助も求める宗教儀礼となっている
）11
（
」とする。
　
池間島では葬式の当日か三日目までの間に、ムヌスー （呪術的宗教職能者、ユタ）を呼んで、 「カン
ストバカーイ」 （神と人との分離 いう儀式を執り行う。一九八八年に私が出会った奥浜サダさん（当時七五歳）は、神と死者の声を聞き取る能力を持ち、島のブソーズニガイ（不精進の願い）を一
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手に引き受けていたムヌスーの一人だった。サダさんによると、三日目の段階では、神（あの世）と人（この世）の中間を行き来していて、まだどちらの存在かはっきりしないという。九日目から三カ月はいわば神になる訓練期間であり、葬式から三カ月（ミツツ）を過ぎると、完全に神になったとされて、 「ミツツガカンナイユーイ」 （神になった祝い）という儀式が開かれるのだ 、語ってくれたサダさんの説明に、私は心を打たれる思いだった。
2．死霊に別れを告げる「離れニガイ」
　
川上慶子さん（一九三六年生まれ）は、母、親泊文さん（前出）のダビワーを経験している。文さ
んは、私を船に乗せて干瀬漁に連れて行ってくれた人だ。戦後七代目のフズカ ンマ（大司）を務め池間の神事を担ってきただけに、多くの人がそ 死を惜しんだ。現世との別れの ンストバカーイの儀礼も、三カ月たって完全に神なったという「ミツツガカンナ ユーイ」 も、祝いの膳を用意し、訪れた人びと共に冥福 祈った。　
しかし慶子さんにはこうした儀礼を通じても、いつまでも心の整理がつかなかった悲しい思い出が
ある。一九六五年一二月、カツオ船の会計を務めて た夫の川上鉱成さん（一九三六
─
一九六五）が、
虫垂炎から腹膜炎を起こし急死したのだ。長女（三歳）と長男（四歳）の幼子を残しての別れに、慶子さんは一年たっても精神的に立ち直れなかった。
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その後も自らに言い聞かせるように、ハツナンカ（初七日） 、フタナンカ（一四日目） 、ミナンカ（二
一日目） 、ユナンカ（二八日目） 、イツナンカ（三五日目）ムナンカ（四二日目） 、シジュウクニチ（四九日目）と、七回のナンカスウコウ（七日焼香）を欠かさず行い、心を込めて献立を調理し 神酒と共に供えてきた。　
それでも悲しみは消えず体調は回復しない。そこでムヌスーを訪ねると、 「旦那さんはあなたたち
母子が心配で、向こうの人になれずに迷いの雲の中に留まっている。自分の死を受け入れられずにいる。そんな魂にはっきり死を自覚させ、神の人になりなさいという励ましの願いをしなさい」と勧められ、 「離れニガイ」とい 儀式を行った。　
池間島の北西部海岸には、天に上る道（ティンカイヌーインツ）という聖域があるという。伊良波
盛男は、 「人が死ぬとその魂は、 の聖域の石を踏み台にして天にのぼってゆくと考えられた。アラガミ（荒神）がおわすアラドゥクル（荒所）として畏怖の念を禁じ得 い聖域」であるとする
）11
（
。野口
武徳も「北の部落の天へ昇る道（イーズマ・ヌ・ティンカイニューインツ と記し、その付近はおそろしい所とされているとしてい
）1（
（
。
　
儀式によって慶子さんの夫、川上鉱成さんは「天に上る道」を無事に通過できたのだろ か。呪縛
から解かれた若き妻は、雑貨店を営み二人の子を教育した。現在 長男は那覇、長女は本土の鳥取で家族をもち、四人の孫たちが訪ねてく のを楽しみ 待ち 静かな老後を過ごす慶子さんである。
340
3．異常死（キガズン）と幼児の死（アクマ）
　
高齢者がダビワー儀礼によって手厚く葬られるのに反して、死産の子や生後一〇日未満で死亡した
幼児は「アクマ」 （悪魔） 「アクマガマ」と呼ばれ、会葬されなかった。そればかりか日没後に衣類や布切れなどにくるまれ、人目を避けて人里離れた地域や西海岸の白砂がまぶしい「アクマを捨てる浜」（アクマッシヒダ）と呼ばれる小洞窟に捨てられた
）11
（
。
　
さらに残酷な報告もある。明治末期までは頭にくぎを打ち、斧や刃物で切り裂いて「二度と生まれ
てくるな」といい がら、集落の北の洞窟に身内の親戚の者が夜中に持って行った。一九七〇年代には、生後一カ月足らずの赤子はソーメン箱など 入れて葬る場合もあったが 一般には墓の前庭の両端に穴を掘って埋め、目印として浜
はまゆう
木綿やアダンの木を植えておくという
）11
（
。アクマを捨てる浜も、
一九八三年の池間漁港（避難港）浚渫工事に伴う埋め立てによって消滅し因習は消えた。　
またけがによる事故死者、水死人、自殺者、他村での死者を「キガズン」 （キガは怪我、ズンは ）
と呼び、墓に埋葬することは禁じら 、イーヌブー（池間湿原）の奥深くへ向かう左側の岸壁 洞窟に投げこまれた。東方に向かって口をあけた洞窟には人間の頭蓋骨がごろごろしていた。 「青は死者の色」とする民俗学者の谷川健一は、池間島のキガズンを葬る地 「青
あお
籠ぐむい
」 （地元ではアウグムイと呼称）
と呼ばれる洞穴を訪ねている。岸壁の上に茂るアダンの赤褐色の実が熟れていて「赤 輝くその実を眺めていると、そこが時間のない死者の国に見えてくる
）11
（
」と表現する。
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集落の人びとは異常死を恐れ忌み嫌い、共同体から徹底的に排除してきたのだ。悪魔祓いと幸運の
招きは同じ地平線上にあり、供犠はもっとも大切な物を神に捧げ、人間も共食することで神々とつながり、悪霊祓いと恩恵をもたらしてくれると人びとは信じ、いまもなお高価な豚をいけにえとしているのである。
4．
	 悪霊祓いと穢れの浄化を願う
　
池間島の神願いの中で特徴的なのは、 「ダビワー」と同じく、豚を殺して神に供える祈願、 「ワーガ
ンニガイ」 （豚神願い）である。屠殺した豚を神に捧げ、調理して近隣や親族を招いて共食する。費用がかかり神願いの中でもっとも盛大である。この願いは公的な祈願と先に挙げた組合祈願、そして個人的なものの三種がある。公的なワーガンニガイの一つは、スマフサラ（島臭ラ）と呼ばれる悪魔祓いである。シマクサラシ、シマクサラー、カ カー、フーチゲーシ、アキバライなど地域によって呼称は異なるが、沖縄各地で行われ、その目的は集落内に徘徊する悪霊を追い払い清めることである。集落の出入り口にあたる境界線で災疫の侵入をさえぎる「道切り」の民俗行事であ 。　
池間島のスマフサラは、豚を屠殺し、肉は各世帯に配分し、骨を集めて縄に縛り、島の入り口に当
たる四カ所につるす。　
動物の死骸や遭難者、水死体などの漂着、洞窟内の死臭を放つ物体による疫病の流行を防ぐ呪術儀
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礼である。この儀礼は、 「ユークインマ」 （豊穣を乞うユークイ祭祀に参加する五一歳から五五歳までの島の全女性）が参加する大規模なものである。ユークインマたちは、悪魔祓い用のダキフヌハー（浜木綿の葉） 作った手草で払いながら「ヤマグー、イダシバ」 （山賊を出せ）と連呼し、島中を駆けまわる
）11
（
。
　
そして航海の安全や大漁を祈願するヒダガンニガイ（浜神願い）も豚を屠殺し、島全体の安泰と繁
栄が祈願される。かつては新旧のツカサンマ一〇人、村のダツンマ 漁業専用の神願いをする女性）二人、各漁船に所属ずるニガインマ（船長夫人と各船専用の願いを担当する女性）が勢ぞろいした。漁業の島にとって欠かせない祭祀であり、現在も漁業協同組合の主導で継承されている。さらに前出のカツオ漁船の一四の祈願のうち、ハジメニガイ、ウヤカタニガイ、リューキューニガイ、オワリニガイは、ワーガンニガイが行われた。　
個人の祈願としては、トゥクヌヌカンニガイ（屋敷神の願い） 、ミーティガユーイ（家を作ってから
三年目に豚を殺して盛大にお祝いをする） 、リューキューウサギ（竜宮の神に対す 願い） 、スウサギニガイ（重病患者が治癒した時） 、ンヌッタイウサギ（命の代わりの願 ） ある。 「 ヌッ」は命、「タイ」は代わりの意で、命の代わりとして豚を捧げて祈願する。溺死体を発見した人、溺死体に触れた人、溺れかかった人を助けた人、海で遭難し奇跡的に助かった人、フカに襲われて助かった人、命に関わるような大きい災難にあって助かった人などが出た場合も、ワーガンニガイは欠かせない
）11
（
。
343. 池間島の祭祀と漁業
5．豚の命を捧げて穢れの浄化祈願に遭遇
　
私が個人的な「ワーガンニガイ」に遭遇したのは一九八八年夏のことだった。地平線に日が沈み、暮
れなずむ海辺で男たちが豚の解体に取りかかろうとしていた。首を絞められた豚は、全身を覆っている硬い毛をガスバーナーで取り除かれていた。すると死んだと思った豚が息を吹きかえし、猛スピードで逃げ出した。高額な豚を逃 すわけには かない。男たちは必死でその豚を捕える。そんなハプニングの後、豚はべニア板に載せられ、解体が進められた 頭をていねいに切り取り、肝臓、心臓脾臓などの内臓をきれいに海水で洗い、祈願に用いられる「ハナ」と呼ばれる「尾、目、耳、爪」などの先端を切り落とし、バナナの葉に包んで持ち帰る。神に供えるための骨を分離し、肉は食用として大鍋で煮込む。現在は「屠畜場法」などで、屠場以外で食用の獣畜を屠殺解体することは禁じられているため、もはやこうした光景に出会うことはない。　
ワーガンニガイを受けるのは仲地勇人さん（一九五八年生まれ）だ。ちょうど三〇年前、二九歳を
迎えた勇人さんは独立して沖縄本島南部の島尻郡与那原町に車の修理工場を開い 家庭を築き、三人の子の父として、活気に満ちた年 あった。そんな時代のある夏 日、友人三人で恩納村字名嘉真の海へ潮干狩りに出かけた。沖縄本島北部の西海岸に位置し、北西 東シナ海を望むミッションビーチ付近にあるプライべートビーチだ。砂浜 小さな洞窟で昼食をしようと、持参したウォーターキーパーの冷たい水でのどを潤 い とき、真っ青な顔 した若い青年がふらふらと姿を現し、水を求
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めてきた。青年は一気に二リットルほどの水を飲みほした。見るとツメは真っ白でかなり衰弱している様子だ。自殺を図ったが死にきれないとつぶやいた。おにぎりも欲しがったが、衰弱した体に無理だと思い、勇人さんは近くのコンビニに走り、ポテトチップスを買い、水に浸して柔らかく て勧めた。そして警察に通報したところ、一カ月ほど行方不明になり、捜索届けが出されていた青年だと分かっ 後日、その両親からお礼の電話をもらった。なんと青年は一週間後に結婚式を控えていたが、相手の女性から突如婚約を破棄され、悲観して姿を消していたのだという。命を取り留めてくれ 恩人だと感謝された。　
日常の生活に戻ったある日のこと、ふるさと池間島の母、正子さん（一九三三
─
二〇〇四）から電
話がかかる。だれかを救助したかと問われたのだ。母はここ数日悪夢 胸騒ぎに悩まされ、占ってもらおうとムヌスーの元を訪ねると、 「あんたの息子が旅先で人を助けて る」というハンジ（吉凶判断）が出た いう。そこで勇人さんは恩納村での出来事を伝えると、母は息をの だ。それは大変だ、本来海のいけにえとな べき者を助けて まった以上、竜宮の神に対してそ に代わる供犠 捧げる神願いをしなければなら いからすぐに帰ってくるようにという。
　
　
自殺者などを救助してそのままにしておくと、助けた人やその関係者に必ず被害がおよぶとされて
いる。しかも勇人さんの父、仲地広一さん（一九三二年生まれ）は「弘
ひろ
丸まる
」という漁船の所有者であ
り、被害の拡大を何より恐れたのだ。島の神事 司るアーグシャー経験者 奥浜キヨさん（一九一三
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─
二〇〇〇）に依頼し、 「リューキュータスキブンニガイ」
（竜宮の神に救命を願う） が執り行われた。竜宮の神に、 「これ以上の災難に遭わないようにしてください。どうぞ命だけは助けてください」と祈願する大掛かりなものであった。　
祭祀や御願が行われる集落の儀礼の場として機能してい
る水浜広場 すっかり日が落ち、花米、塩、神酒が供えられ、暗黒の海に向か 祈り 捧げられた。勇人さんも母も父もその長い祈りに従い、無事を願った。　
祈りの場は自宅に移され、解体された一頭分の豚の骨が
盆に載せられて仏壇前に供えられる。切 落とされた四つ足、鼻、耳、しっぽの先端が広げ 、その上 あばら骨を重ね 最上に肋骨を載せて、豚があおむけになった体形にかたどる。煮込んだ肉の部分は関わったすべての人に分配される。　
当時、私は島の二大行事である「ユークイ」と「ミャークヅツ」を中心に調べていた。たまたま遭
遇したのが、こ 勇人さんの「ワーガンニガイ」だった。 願の意味を深く理解するゆとりのないままシャッターを押し、写真だけが手元に残った。そして三〇年の時間が経過し 今回、私はあらた
リュウキュウタスケブンニガイ
右はアーグシャー経験者の奥浜キョさんと、救命願いを
依頼した仲地正子さん。19（（年9月
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めて勇人さんを探して連絡を取り、この祈願が一体何だったのかを確認することになったのだ。彼は私との出会いを昨日のことのように記憶しており、当時のことを詳細に語ってくれたのである。
五
　
ユークイの祭祀構造と秘儀性
聖なる宇宙空間に魅せられて
　
私は一九八 年一〇月一四日（旧暦九月一日）から三日間行われた、池間島最大の祭祀であるユー
クイを調査する幸運に恵まれた。ユーは豊穣、クイは乞うを意味し、豊穣を祈願する祭祀である。現代化の潮流の中で祭祀の担い手であるツカサンマ なり手がないことはすでに述べた。それだけに地元では祭祀継承をさぐ 意味からも、記録を残す重要性が望まれて た。　
私が出会ったツカサンマは、最高神職のフズカサンマ（新城サヨ・一九三二年生まれ） 、アーグ（神
歌）をうたうアーグシャー （村山マサヨ・一九三二年生まれ） 、共に一九三一年生まれの神事を円滑に運ぶ役目のナカンマ（吉浜良子） 、小間使 役を務めるトモ （お供）の姉役をアニンマ（姉） （嵩原シズ） 、妹役のウトゥガマンマ（糸満照子）であった。五 は一九八三年 就き、三 の任期を終える最後の年を迎えてい 。　
フズカサンマの持ち物を運び、お供するなど直接かかわることはアニンマの役目で、御嶽での祈願
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中にフズカサンマがトイレを使用するときも付き添い、アニンマの補助を務めるのがウトゥガマンマである。ツカサの制度と伝統は古い。琉球国の尚真王時代に制定された宗教支配の手段として各地に配置された神女組織にさかのぼる。その下部組織として宮古・八重山では大阿母（ウフアム）が置かれた。宮古の大阿母は一五〇〇年、首里王府が兵を発して八重山を制した「オヤケ赤蜂の乱」で功績のあっ 宮古の仲
なか
宗そ
根ね
豊とぅゆみ
見親
ゃ
が、宮古頭職首に任ぜられ、同年王府からその夫人ウツメガが、大阿母
に任じら 大阿母のもと一六の御嶽にツカサ 置かれ、池間島のオハルズ御嶽とツカサもそのひとつで
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神くじによって選ばれた当日から、ツカサンマ五人は大きな任務を果たしていかなければならない。
とくにフズカサンマはさまざまな制約が課せられる。
一、任期中は島から一歩も出てはならない。二、 人で出歩いてはならない。必ずお供を伴わなければならい。三、頭上運搬をして なら い。四、畑仕事をしてはならない。五、家庭内にあっても常に島民の健康と平安、豊穣を願い、個人的な感情や近所付き合いなどは抑
えなければならない。新城サヨさんは、指定日に出す生ごみも、夫の初男さんが担ってきた。
六、必ず髪に鼈甲のかんざ をつける。任期が終わっても終生つけ続ける決まりだ。
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七、死後はティラ墓（テーブル珊瑚造り）に埋葬されなければならない。嫁ぎ先の墓がティラ墓で
はない場合は夫とは別の墓に入ることが要求される。
　
こうしてフズカサンマは聖なる存在として、権威づけられていく。
　
ユークイには、ツ のほかに、五一歳から五五歳の「ユークインマ」 （ユークイの母 意）と
呼ばれる池間に住むすべての女性たちが参加する。　
ユークイの起源伝承 仲
なか
間ま
豊とぅゆみ
見親
ゃ
という人物が鹿児島から導入したといわれ、その伝説に従って
ツカサンマやユークインマたちが巡拝する始めと終わりに、仲間豊見親の屋敷跡の「ナカマニ―」で祈願するのがしきたりだ
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史料的には、首里王府の検使として宮古・八重山に派遣された与世山（漢那）親方によって、まとめ
られた『与世山親方宮古規摸帳』 無用の時間と費用を費やするものとして禁止された中に、池間・前里村に対し「右弐ケ村為世乞九月之比惣頭ニ而粟五勺完取合みき作致祭候由不入造作候間可召留事
）11
（
」
の記録が見える。九月には世乞といって、 から ずつ取り集めてみきを作り祭を行ったことが禁止事項に挙げられてい 。しかし、島尻勝太郎によると、封建社会における村々の祭りや行事は、農業再生産のための休養であり娯楽であった。一片の法令で禁止でき ものではなく、二五年後には禁止は農業の励みにならないとして全面的な復活が認められてい する
）11
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一七二七年に編纂された宮古島の史書、 『雍正旧記』にも、 「平良四ケ村旧式」に「世乞神の事」の
349. 池間島の祭祀と漁業
記事もあり
）1（
（
、四ケ村（下里村、東仲宗根村、西仲宗根村、荷川取村）で「世乞い」が行われたとさ
れ、宮古島で行われたユークイの足跡をみることができるが、池間島のユークイと同様のものであるかは不確実である。〈初日・ユークイヤーを造る〉神々が降り立つ御嶽の聖域と儀礼
　
慣例としてユークイは、例年旧暦九月の甲
きのえね
子か戌
つちのえね
子（干
支による日付）を初日とする。一九八五年旧暦九月一日（丙ひのえ
戌いぬ
） 、ユークイの準備が始まった。フズカサンマの新城
サヨさんは風呂場で水を浴び、塩水で体を清めて、小さな鏡の前で髪を結っていた。白い長襦袢の後ろ姿は凛として美しい。ツカサンマはパーマを禁じられているの 、長いストレート 髪を束ね、象徴である鼈甲の んざしをさした。この年が最後の務めとなる新城サヨさんは、白地の着物に巻き帯をキュッとしめ、背筋を伸ばした姿に 気迫がただよう。
19（5年10月15日	（旧暦9月2日）	のユークイ祭祀。夜
籠りに入る前に聖なるウドゥヌで祈りを捧げるフズカサ
ンマの新城サヨさん
350
オハルズ御嶽の内部図
19（5年当時に作成した内部図を、2017年の再取材によって当時のアーグシャー
村山マサヨさん、2010～2012年のフズカサンマ山口ゆかりさんとアーグシャー
の小禄有子さん、その他関係者に確認し修正した。
参考文献：	野口武徳『沖縄池間島民俗誌』220頁。大井浩太郎『池間嶋史誌』311頁。
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すでに待機していたツカサンマたちは、神衣をつけたフズカサンマを先頭に、アーグシャー、ナカ
ンマ、アニンマ、ウトゥガマンマの順で、オハルズ御嶽へ向かう。樹木が茂る大きな森が迫ってくる。神歌に「ナナムイ」と謡われる御嶽だ。明治期以降実施された神社を等級化する社格制度や神社合祀で御嶽の様相は変化した。一九一八年にはオハルズ御嶽に鳥居が建設され、大主神社と刻印された。それ もいまなお一般には立ち入りが禁止されている聖なる御嶽であることには違いない。一九三〇年代から池間島 民俗誌を研究してきた大井浩太郎は「本来御嶽は祈願す 場所で、社殿 ど問題ではなく、森その のが御嶽である」と記述する。御嶽に クバ 松、榕樹（ガジュマル）などの老木の間に黒ツグ（マーニ） 、月桃（サ ニン）など、神々が好む草木が生い茂るのが御嶽のしるしだ する
）11
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第一の鳥居周辺には、本年ユークイ行事に参加するユークインマたち一九人がそろってツカサンマ
たちを迎える。神女たちは全員履き物を脱いで鳥居をくぐる。コンクリートの参道は一〇〇メートルほど続き、御嶽前の第二の鳥居に着く。ユークインマたちはツカサン の御願儀礼が済むまでは入れない。参道右側のサンゴを敷き詰めた場所に集まり 腰を浮かしてか むタチビ （立ち腰）の姿勢で待つ。　
御嶽には神願いの中心となる一四六個の香炉が置かれた「ウドゥヌ」 （御殿）と呼ばれる聖域があ
る。大量の香炉を埋め込むように盛られたフカラハイ（白砂）は、御願のたびに新しい砂と入れ変え
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る。ウドゥヌ近くには砂の盛山が準備されていて、トモンマの二人が毎月一日と一五日は、集落の重要な地であり、祭祀の場である「水浜」下の海辺から運んでおく だ。その香炉は図のようにＡ区分の二〇個がフズカサンマ担当、Ｂ区分がアーグシャーの七三個、Ｃ区分の五三個をナカンマが分担する。その聖 ウドゥヌに足を着くことは禁じられている。膝立ちの姿勢で両足先を上げ、左手で上体を支えながら担当の香炉とその周辺の砂を入れ替え右手で整えていく。そして以下の手順で儀式は進行する。
①フーダダマ（キセル煙草の儀礼）
　
祭祀で欠かせないのがキセル煙草の喫煙儀礼である。願いの始めと終わりには必ず「フーダダマ」と
称してキセル煙草を吸う。ウトゥガマンマがすでに用意した火種を貝殻 灰皿に入れ、アニンマがまずフズカサンマのところに持ってく。キセルを頭上に捧げ 三回ほど吸ったら頭を垂れて感謝する。
　　
祭祀と喫煙儀礼に関して、道光二〇年（一八四〇）の『聞得大君加那志様御新下日記
）11
（
』に、多くの
喫煙用具が登場する。御たは 盆、御たはこ美きせる（中城王子） 、船形たはこ盆（三司官國吉親方） 、割御たはこ（王子衆） 、角 壹束、高麗きせる三拾など 記載が見え、琉球の祭祀儀礼には不可欠な存在である。　
民俗学者の酒井卯作は、ツカサンマが祭りの後半に煙草を吸うのは、 「神と合一」という意味があ
り、琉球の伝説では、煙草は自然に生えた草で、宗教的 意味をもったところがあるとする
）11
（
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②五四の神々の御
うこう
香を数える
　
　
アーグシャーは、ユークイヤーを建てる位置の「カギビードゥクヌ」 （美しい座る場所）で、各三本
あての御香（線香）を五四の神々の名を唱えながら数える。ツカサンマの分も含め二〇〇本ほどになる線香の大束を苧
ちょ
麻ま
（宮古上布の麻糸）で結んで、ウトゥガマンマに渡す。ウトゥガマンマはその線
香の束に火をつけ、アニンマに渡す。アニンマから受け取ったフズカサンマは煙立つ線香の束を香炉に立てて祈願する。次にミャーナカ（拝所前の庭）に持参した酒二合、盃、米、塩を供えて、フズカサンマから順にその盃を受け、 「ユークイを迎えますので、これから ヤーフキ（小屋葺き）の作業にとりかかります」と御嶽の神に報告する。
③聖木で魔除けの杖を作る
　
フズカサンマはナカンマ 連れて聖なる森の奥に分け入る。巡拝の際にフズカサンマが悪霊を振り
払うために使用する杖の材料、ハナキャーギと呼ばれる一本 樹木を探し当てる。根元から切り落としても、翌年 は必ず同じ丈に伸びているという聖木であ 。ナカンマは樹皮を剥いて杖を作り、カラハイの左端にある神が降り つといわれ アカウギの木に立てかけておく。
④夜籠りの小屋を造る
　
島の男たちも手伝いに集まってくる。フズカサンマの新城さんは自治会役員の男性を連れて森に入
り、ユークイヤーを建てるための木材を選ぶ。 「これは柱用、これは横木用」と小屋造りに必要な木材
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をカマで印をつけると、男性が伐採する。フズカサンマが選んだもの以外勝手に切ることは許されない。前日に各家庭から提供され、外門に運び込まれたススキの葉が運び込まれ、またたく間に小屋ができあがっていく。
⑤アーグに導かれて御嶽の清掃
　
御嶽周辺の茂った樹木は、アーグシャーが「タビハイ」 （旅栄え）のアーグを謡いながら、ユーク
インマたちを導 、張り出した枝を払い落し清掃させる。他方、三年の任期を終えたメンバーはナカマニーを担当する。それぞれの清掃が終了したら、全員で夜籠りのあとの拝所めぐりで使用するテウサ（手草）とキャーン（草冠）作りに取り か 。 「スカニギー」と呼ばれる葉を切 取り、草冠用のつるを取りそろえる。さらにクバの葉を切り落としてツカサンマたちが座る ゥダタミ（敷物）を作る。フズカサンマのものはアニンマ 作る が決まりだ。すべての作業が終わ と、フズカサンマはミャーナカに神女たちを集め、夜籠りの準備が整った感謝の踊りで盛り上げのであ 。
⑥口
くち
嚙か
みでミキ（神酒）を造る
　
　
ユークイヤーを造り、明日の夜籠りの準備作業が終わった午後、ツカサンマとユーク ンマたちに
は、神酒造りという重要な仕事が待っている。フズカサンマの家では、ツカサンマたちが集まり大鍋で煮た芋を原料にした「ンマダリ」 （ ムは芋）というミキ 作られる。
　
　
ナカンマの吉浜良子さんが、前もって歯を磨いた口にその材料を含み噛み砕き吐き出す。唾液によっ
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て発酵させるのだ。とろりとした未発酵の液体は各自の酒瓶に詰められ、火であぶった芭蕉の葉で蓋をする。魔除けの塩の小袋を添えてススキの葉で瓶の口を結び、それぞれ自分の分を持ち帰る。翌朝までには唾液によってほどよくアルコール発酵しているという。　
近世琉球における口嚙みによる神酒は、首里王府が一七一三年に編纂した『琉球国由来記』にみる
ことができる。要約すると、 「当国の神酒は上古代より始まり、四季 祭祀 は神前に供える。また婚礼、接待の礼式に必ずこれを用いる」 その作り方は、米粉を煮たもの 婦女子に口で噛ませる。手でかき混ぜ、そ 上ずみにできるうす 酒を用いるとしている
）11
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また社会学者の川村只雄が一九三七年に波照間島での口嚙み酒の造り方を報告している。島の神事
に供えるのは「ミシュ」と称する神酒で、何人かの乙女（ミヤラビ）が選ばれて、沐浴潔斎をして、粟や米を噛んで吐き出して酒を造っているという
）11
（
。 『八重山生活誌』の宮城文もまた、神祭りや諸行
事に造られるカンミシ（噛神酒）は、ミシカン人
ビトウ
と呼ばれる歯の丈夫な健康な女を選んで材料を噛ま
せたと記す
）11
（
。池間における口嚙み酒の伝統は、一九八五年を最後にその後は行われていない。
〈二日目・夜籠り〉①神々と一体化する聖なる空間
　
翌朝、フズカサンマの新城サヨさんは、すでに前日と同じように体を清め、待機していた。生母
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ナツさんは夜籠りの御嶽に届ける夜食の準備に取りかかっていた。一〇月一五日（旧暦九月二日）の流れは、以下の順序で進む。午後一時、ツカサンマ一同は御嶽に入る ウドゥヌを整える→煙草儀礼（フーダダマ）→アーグシャーによる御香の読み（数える）→前川光得自治会長からのウフユー （豊穣）の供え物→ユークインマの任務を終えたインギョーンマ（隠居した人）からの返礼品→フズカサンマによる感謝の祈りといった先行儀式が進行する。
②ユンビィ・ニガイ（夕暮れの願い）
　
午後五時の夕暮れ時、ナカンマの案内でユークインマたちがユークイヤーの席に着き、夜籠りが始
まる。柳田国男は「籠る」ということが祭 本体だったとする
）11
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。つまり酒食をもって神をもてなし、
その間一同が御前に対座す のがマ リであり、そ 神に差し上げた 物を末座で共にたまわるのが直なおらい
会だと述べる。
　
まさに柳田の指摘する「籠り」のユークイ儀式が始まった。ナカンマはアーグシャーから渡された
三〇本の一本線香（六本 一平 なっている沖縄特有の平御香 はなく）を、日付け 変る明け方まで灯し続ける。一本ずつ香炉にさし、燃え尽きそうにな ら次の線香に火をつ 。立ち上 線香の細い煙は、豊穣の神々と神女たちをつなげる聖な 道筋となるという。その線香が二三本目になった午前一時ごろ 新た 儀式が加わる。アーグシャーは全員が持参したミキガミ（酒の小瓶）にかぶせてある芭蕉の葉の表面を手で触れて、異常がないないかどうかを調べ 。葉が破損していたりする
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と所有者とその家族に祟りがあるといわれている。まれに破損したものがあっても、アーグシャーは口外しない。　「今年のユークイのンダマリはきれいですよ」と異常のないことを参列者に報告し、ナカンマと二人のトモンマは二つの膳の椀に全員のミキをガジュマルの葉ですくって、その「ハナ」 （一部分）を供える。時には大鳩が舞い降りてきて首を上下に動かして、全員のミキガメを数えるといわれている。二〇一〇年からの三年間アーグシャーを務めた小禄有子さんは、実際に大きな鳥を見た経験を話してくれた。③家族が届ける夜食を待つ夜明け前
　
夜籠りが終わる明け方には、ツカサンマたちの家族によって食事が届けられる。私はフズカサンマ
のお弁当をオハルズ御嶽に届ける役割を仰せつかる幸運を得た。明け方三時、母ナツさんが準備した大きな にぎり五個とゆで卵、マヨネーズであえたキャベツ、飲み物 入った蓋つきの籠（ビラフ）を預かった。暗闇の中をオハルズ御嶽へ。第一の鳥居前には夜食 持参した大勢の家族が集まっていた。フズカサンマの夜食を担当した私は促されて先頭に立 。靴 脱ぎ、コンクリートの参道を行くと素足に冷気を感じ、緊張感が増していく。　
懐中電灯を照らすのは足元だけだ。決して周囲を照らしてはならないと、前もって注意を受けてい
る。第二の鳥居 着くと、ツカサンマとユークインマたちが待って た。暗闇 慣れ わずかな視界
358
の中で目を凝らす。かすかにひと気を感じるや私の手元が軽くなった。フズカサンマの手に渡った瞬間だった。神女たちは静寂の中で家族から受け取った夜食を無言で食べ始める。〈三日目・神憑りのアーグと巡拝〉①夜籠り明けの儀式
　
やがて「 」の儀式は終わり、一〇月一六日（旧暦九月三日）の朝を迎える。神女たちはユーク
イヤー （夜籠り小屋）を出て、ミャーナカの宮前に座り祈願する。そしてアーグシャーが進み出て、池間島の神々にユー（豊穣 乞い願う「ユークイヌアーグ」を謡う。ツカサンマたちは「ユ クイヌカンカリヌウタ クイの神憑りのうた）と呼ぶ こ アーグは歴代のアーグシャーだけに秘密裡に伝承されてきたものであ 、決して外に漏らしてはならない掟がある。別名カ リャンマ（神憑りする人）と呼称される由縁 る。アーグシャーの村山マサヨさんは、アーグ 書き留めている手帳を決して には見せない。　「知りたがる人たちが訪ねてくるけど、歌詞を口外したら、神様が夜も眠らさないといわれているからね、恐ろしいさあ」 語る。しかし二〇一七年に再会し 折、マサヨさんはその句題と句節の数だけな と 教えてくれた。この日ミャ ナカでうたう神歌は七つ。ヤグミティダ（一ー一二八番まである） 、ンマティダ（全一一七番） 、ナナムイ（全一三〇番）ナイカニ（全五九番） 、バカバウ（全七二
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番） 、ウイラー（全六六番）と、手帳を確認しながら伝えてくれた。　
そして謡っているうちに自分の意思とは無関係に体が小刻みに震え、神憑り状態になっていく感覚を
はっきり自覚するという。リズムと旋律に身をゆだねると、その声は時に高く、時につぶやきに似た低音になっていく。しかし限りなく多いアーグの歌詞を完全に身につけていないと 神霊が乗り移った状態に らな という。とはいえこれだけ長い歌詞を完全に覚える は並大抵ではなかったと、マサヨさんは述懐する。　「畑に行くときもメモを持参して暗記しました。気づいたら仕事は手つかずのままで日が暮れていました」 。マサヨさんの母、山城メガガマさん（一九〇一年生まれ）は戦後二代目のフズカサンマを務め、父方の祖母もアーグシャーだったが、家庭内で神憑りのことを話題にしたことはなかった。　一時間を超えるアーグが終わると、神女たちは立ち上がり、キャーン（草冠）をかぶり、両の手に
テウサ（手草）を持ち、フズカサンマは杖を携えてミャ ナカで円陣を組む。フズカサンマ 先導で、全員が「ヨーンティル、ヨーンティル」 （豊穣を満たしてください） 唱和しながらゆるやかな円舞を続けていく。
②神々を崇めて円舞・唱和・神歌
　
御嶽で約二時間の神歌と円舞を終えると、ユークイのハイライトとも える巡拝に出発する。島に
散在する聖なる場所への長い道のりを、フズカサンマを先頭に、アーグシャー、ナカンマ、アニンマ、
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ウトゥガマンマに続き、ユークインマたちが年齢順に一列 なり 「ヨーンティル」を唱和しながら第一の鳥居から東へ向かう。巡拝のコースは図 通りである。
①ナカマニー （仲間豊見親の屋敷跡） 。
ユークイを導入したと伝承される豊見親を崇めて円舞する。
②マーンツ（航海安全の神） 。学校敷
地のユニムイバラ（砂盛原）で、航海安全の神である狩俣のマーンツヌカンに向かって両手をかかげて遥拝。
③ムイクス（地名） 。ウジャキヌス（酒の神） が鎮座する聖地。御香→煙草儀、アーグシャーが四二番ま
①ナカマニー　②マーンツ　③ムイクス　④ハナバリンミ　⑤フナクス　
⑥ウイラ　⑦フィーカー　⑧カータガー　⑨ナッヴァ　①ナカマニーに戻る
?
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?
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?
?
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でのアーグをうたい、全員で唱和し円舞する。
④ハナバリンミ（崖の割れた嶺の意味） 。神の通る道とされる。小休止をして、クイチャーで気分を
高める。
⑤フナクス。樹木の茂る盛り上がっ 地。池間東岸に位置し、アーグシャーとナカンマの二人だけ
が海岸崎に立ってトゥーヌカン（唐の神）を崇め遥拝する。
⑥ウイラ（豊穣の神） 。御香→煙草儀→アーグを奉納。 「ウイラヌウフユヌス」を讃仰する（全五八
番） 。全員で円舞す
⑦フィーカー（井戸） 。アカマミヌカン 赤豆の神）を祀る。簡単な祈願を済ませ、赤豆の豊作を
願ってクイチャーを踊る。
⑧カータガー（掘抜き井戸） 。草冠をはずし、フズカサンマ以外は白い神衣装も脱いで昼食をとる。
空腹をいやした後はクイチャーを楽しむ
⑨ナッヴァ（航海安全の神） 。御香→煙 儀→ナッヴァの神を崇めるアーグ（全一一四番） 。ここで
も神女たちはいったんキャーンと神衣装 脱ぎ、任期 終わるツカサンマたちに抱き着き「アヤカリ、アヤカリ」と奇声を上げながらはしゃぎまわり、解放のひと時を楽しむ。
⑩ナカマニー。出発点であり最終地点。ナカマニーの神前に手草や草冠、杖などを奉納して、 九
八五年のユークイは終了した。
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〈夜籠り小屋の取り壊し儀式〉人間に戻る最後の儀式
　
一九八五年一〇月一八日（旧暦九月五日） 、ユークイヤーの取り壊し（ユークイヌフヤーホトキ）が
行われた。午前六時三〇分、ツカサンマたちは最後の儀式を完了するためにオハルズ御嶽へ向かう。すでに第一の鳥居 にはユークインマたちが待機している。御嶽に入ったツカサンマたちは、フーダダマ、御香読み 一連の儀式をすますと、指先で小刻みに地面を叩き始めた。 「ティー、ター、ミー、ユー、イツ、ムー、ナナ、ヤー、クーヌ（の） 、トウ」 （一
─
一〇）と、一〇〇まで数える。 「ハイ」と
呼ばれる儀式だ。これは神への呼びかけの所作であるという。　
アニンマとウトゥガマンマはウドゥヌ横のウイバラ（上原）前で祈った後、厚みと光沢のあるヤラ
ブ（和名テリハボク・オトギリソウ科）の葉をウジャラ（お皿）用に三枚摘み取り、フズカサンマ捧げ渡す。フズカサンマはウドゥヌ前に三枚置き、アニンマが持参し 盆から、塩、米のハナ（一部）をヤラブの葉の皿に取り分け、その上からミキを注ぐ。 は米の皿だけを残して盆を下げる。　
するとフズカサンマは、その皿を頭上に捧げてからヤラブの葉 皿に、米粒を指先で跳ね飛ばせて
載せているのだ。米一粒を一俵とみなし 「ヒトムンターラ」 （一俵） 、 「フタムンターラ」 （二俵）からトウムンターラ（一〇俵）まで数え 。神様に フヤーホトキ（ユークイヤーの取り壊し）を ます」と知らせているのだ。
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儀式が終了すると、男たちはユークイヤーの取り壊し作業に入る。すべての作業がおわり、静まり
返ったミャーナカで、ツカサンマ五人は輪になり、フヅカサンマが先導してクイチャーを踊る。 「イヤササ、イヤササ」と手拍子が入り、 「待ってました！」と、かん高い笑いとさんざめきが一〇分ほど続く。ツカサンマたちはこの時やっと神役から解き放たれ、人間に戻れるのだと う。　
以上のユークイ祭祀の詳細は、二〇一七年の再取材によって、アーグシャー村山マサヨさん（任期
一九八三～八五） 、フズカ ンマを務めた山口ゆかりさんとアーグシャーの小禄有子さん（任期二〇一〇～ 二）に確認しながら再構成した。時代によってその方法に差異のあるこ もお断りしておく。　
池間大橋開通後の一九八二年、私は久しぶりに池間島を訪れた。フズカサンマの務めを終えた新城
サヨさんは、満面の笑みで迎えてくれ 。その髪にはフズ の象徴である鼈甲のかんざしが止められていた。　
そして二〇一七年一一月一九日、今は亡きサヨさんのお宅を訪ねた。現在 鮮魚店を営んでいる長
男の幸美さん（一九五三年生まれ）が迎えてくれた。幸美さんは、母がフズカサンマであった時期、家庭内でも世間のうわさ話や陰口を話題にしないよう祖母から注意を受けていたと明かす。集落全体の祭祀を担う重責を果たした新城サヨさんは、二〇一三年、八二歳で 世を去っ 。
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六．池間島の伝統とコミュニティの再生ＮＰＯ法人いけま福祉支援センターの活動
　
池間島のカツオ漁が衰退し、人口が減少して限界集落寸前まで追い込まれながら、島の人びとは、
伝統的な民俗行事と、新たな島おこし事業を融合させながら共同体の再生に取り組んできた。不可能とされた小規模多機能型居宅介護事業所「きゅーぬふから舎」 （嬉しいね、幸せだねと過ごせる家）を開所し、地域住民の交流を促進する多彩な企画を実践し、その活動は県内外から注目されている。　
事業を起こし運営に当たっているのは、池間島で一九五二年に生まれた同級生、六人の女性たちで
ある。一五歳で高校入学のために島を離れ、卒業後も島には就職先がないので帰省することなく、宮古島（平良）で家庭を築いた。そして同級生 ちは四〇代 迎え、子どもたちも成長 た一九九二年、池間大橋が開通した。ふるさとへ出かける機会が多くなり、気づいたことは島が想像以上に衰退し年寄りの一人暮らしと老々介護が増えているこ だっ 。　
高校卒業以来続けてきた六人の模合の席は 情報交換の場となった。 「どこのおばあは介護施設に
入れられたってよ。そうよ、あのおじいも遺骨になって島に戻ってきたって」 。つまり病院や介護施設のない池間島では島外の施設に入る以外な のであり、島 出ることは死を意味していたのだ。　
同級生グループは、手料理を持参してお年寄りたちを接待する夕食会を始めた。二〇〇三年のこと
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だった。会場はメンバーの夫の実家だった。当初は声かけをした六、七人から始まり、食事とゲームを楽しんだ 回を重ねるごとに参加者が増えていき、六三人になった。宮古島市に交渉して、 「池間島離島振興総合センター」 （離島文化 保存振興、産業 社会教育、生活改善の推進など多目的な総合施設）を無料で借り受けることに成功する。
待ち望まれた介護施設実現に向けた行政への働きかけ
　「島で暮らしたい」という高齢者の願いは、もはやサロン的な対応では処理できない状況を迎えていた。二〇〇五年、同級生グループは島全体の意向確認のために、六〇歳以上の全島民四〇五人を対象に、アンケート調査を行った。その結果、 「介護が必要になっても池間島で過ごしたい」という希望が八五％に達した。つまり池間島に介護施設が必要だ いうこ だ 時代の流れも後押しした。二〇〇六年四月の介護保険制度改正により小規模多機能型居宅介護が創設され、地域密着型サービスとして位置づけられた。これは市町村が指定権限 所有し、国が定める基準の範囲内で、地域の実情に応じた指定基準と報酬設定ができるというものだった。この法的好機を逃す なく 前泊博美さんを筆頭とする六人は、宮古島市の介護保険計画の中に池間島の小規模多 能型デイサービスを盛り込んでほしい 市役所に日参した。同年、承認を受け、島唯一 介護事業所として小規模多機能型居宅
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介護事業所の開所にこぎつけたのだ。理事長は前泊博美、副理事長が儀間利律子、理事の喜久川智穂子、砂川ミサ子、仲間朝美、砂川修代の六人である。　
とはいえ運営面ではＮＰＯ法人（特定非営利活動）なので、銀行の融資は受けられず、三年間は赤字
続きだったが、育ててもらった島への恩返しを胸に六人は踏ん張った。資格を必要とするケアマネージャー以外のスタッフは島の住人を雇った。おむつ 当て方、送迎、食事の介助、入浴などすべて利用者に耳を傾けながら学んでいった。これまで四五人が利用し、八人の在宅看取りも体験した。現在ベッド数は一一、三二人 利用し いる
孤独死から学ぶコミュニティの再生
　
事業所の立ち上げから四年目の二〇一〇年夏、手探りで高齢者の拠点づくりが進められていた池間
島に衝撃が走った。高齢者の孤独死を出してしまった だ。締め切った家 中での熱中症だった。池間大橋がかかって以来、島外からの人の出入りが多くなり 一人暮らしの高齢者は雨戸を閉め、カギをかけて寝るようにな ていた。都会特有と考え れていた孤独死、あ めてコミュニティの再生という課題をつきつけられることになる。　「介護だけでなく、高齢者の出番と居場所をつくり、生きがいと誇りを取り戻すことが重要だということに気づ たのです」と前泊理事長。そして登場したのが二〇一一年の民泊事業だ 村落共同
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体の再生とお年寄りたちの生きがいづくりを目指した。　
ヒントになったのは、島の伝統的な慣習、 「トゥンカラ」だった。明治大正期の池間島には一二、三
歳から結婚年齢に達するまでの期間、共に寝泊ま する風習があった。幼なじみ（トゥンカラアグ）は、生涯硬い友情で結ばれた。　
民泊事業は、開始から七年を経た二〇一七年、七六校 七六二〇人の子どもたちが島を訪れた。現
在は二八軒の民家が登録、島 大きな経済効果をもたらしている。
島外からの人材導入で島おこし事業
　
民泊事業と島おこし事業の発展のためには有能な人材が必要だと、前泊博美理事長は考えた。偶然、
茨城県のＮＰＯ法人アサザ基金が主催したまちづくりのイベントで知り合ったのが神奈川県出身の三輪智子さん（一九八七年生まれ）だった。彼女は
. 慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（ＳＦＣ）
. で環境
政策とまちづくりを学び、大学卒業後は、前述のＮＰＯ法人アサザ基金で環境教育や自然再生の仕事に従事していた。前泊理事長からの島おこし事業参加の誘いを何の抵抗もなく受け入れた。
. 二〇一二
年から池間島で民泊受け入れコーディネートや全戸に配布する島内新聞「すまだてぃだより」の制作などに取り組んできた。　
そして翌一三年には、経済学博士の学位をもつ三輪大介さん（一九七〇 生まれ）がメンバーに加
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わった。新潟水俣病（第二水俣病）訴訟や公開自主講座「公害原論」で著名な宇井純（一九三二～二〇〇六）にあこがれ、宇井が東大助手の職を辞し、教授として迎えられた沖縄大学に入学。京都での大学院を修了すると、池間島で島おこし事業に従事。専門は、共同体の資源管理（コモンズ論） 。現在の関心事は、近世琉球列島における蔡温の資源管理論。最近は「海垣（防風林） 」について研究中というから、まさに池間島の地域再生は大介さん ライフワークと一致した。　
偶然、池間島で同じ仕事に就いた二人は、意気投合し結婚。現在二歳半になる長男にも恵まれた。二
人の島おこし事業は、島の自然や文化、懐かしい風景を題材とした「イキマ島こよみ（カレンダー） 」の発行や、民泊の体験メニュー作り、池間島憲章の制定、在来作物の復活や在来樹種の育成、地域の伝統を次世代に引き継ぐ「いけまシマ学校」の企画、シンポジウム（琉球弧アダンサミット） 開催、ＨＰ作成と実践を積み重ねている。　
また二〇一四年から発刊しているカレンダーの売り上げは五年間で三〇〇万円を超えた。それを基
金として今年二〇一八年四月、給付型奨 金制度を創設し 第一号の受給者（一八歳）に三〇万円が贈られた。
池間クラウドファンティングで新事業
　
三輪智子さんは「池間島の美しい自然と暮ら を守 タマヌオイルを商品化したい」を目標に二〇一
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八年一〇月一五日、インターネットサイトを通じて、広く資金を集めるクラウドファンティング（運営会社：READYFOR）で資金募集をした。期限は六〇日間だったが、プロジェクトに賛同した一四〇人の支援を得て、目標額を倍以上超え 一二八万一 〇〇円という金額が集まった。　
商品名「タマヌオイル」とは、宮古八重山では防風林や並木にみられるヤラブ（テリハボク）の種
葉から抽出したオイルの商品化。南太平洋の島々では古来から皮膚疾患の万能薬として使われてきた歴史があり、近年では欧米 コスメ業界からも注目されているという。さっそく島おこ 運動の一環として「ヤラブの森作り」を実践し、同年七月に自治会所有地にヤラブの苗一〇〇本とアカバナ五〇本の苗が住民によって植樹された。一〇年後にはこの森からヤラブの実 収穫し 「タマヌオイル」を池間島 新 い産業に育 ることを目指していくという。　
奨学金制度の基金となったカレンダーの二〇一九年版は、私も写真を提供し、二〇一八年九月二九
日から三一日に行われた 俗行事、ミャークヅツで七〇〇部が販売された。二〇〇〇部作製されたカレンダーは、島外の書店でも販売され 潤沢な収入が見込まれて る こ 新たな島おこし事業と協調しつつ共同体意識を高めているのが 島独自の民俗行事「ミャークヅツ」と「池間民族の集」いである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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池間島の伝統行事とコミュニティの再生①ミャークヅツツ
　
池間島のミャークヅ は、二〇〇五年九月二一日に宮古島市指定無形民俗文化財に指定されている。
男性中心の行事であり、旧暦八月か九月の甲
きのえ
午うま
の日から三日間行われる伝統行事である。池間島には
ムトゥ （元）と呼ばれる四つの儀礼集団（真
マジャ
謝、上
アギマス
枡、前
マイ
之ヌ
屋ヤー
、前
マイザトゥ
里）があり、各ムトゥの集会所（ム
トゥヌヤー）に集まって焼酎やミルク酒を飲み交わす。成員は数え年五五歳以上の男性によって構成される。　
ふるさとを離れて暮らす家族や親せきも、この には参加するのが決まりである。宮古郷土史研
究者の奥浜幸子は「花の蜜を求めて巣箱を飛び立ったミツバチが、必ず自分の巣に戻る帰巣性
）11
（
」と
表現する。ＮＰＯ法人の島おこし部が作成する島の民俗 盛り込んだ
. 「イキマ島こよみ（カレンダー） 」
が飛ぶように売れる絶好のチャンスだった。　
私が滞在した二〇一七年一一月三日の新日（アラビ）に、その資格年齢に達した一九六三年生まれ
の男性は二三人で「ウィディウヤ」 （新入生 、接待役に徹する。　
二日目の未明には、昨年のミャークヅツ以降に生まれた幼児を、所属するムトゥのメンバーとして
登録するためのマスムイの儀礼がある。母親や祖母が供え物を持参してムトゥ 訪れ、子どもの名前
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と生年月日を報告する。また、この日はすべての島民がオハルズ御嶽の参拝が許される。夕刻は水浜広場でクイチャーが盛大に繰り広げられる。まずツカサンマ経験者たちが踊り、そのあとムトゥヌウヤや一般参加者も加わり、島は活気にあふ 同様に、池間島からの分村、佐良浜地区、西原地区でも開催されている。
②池間民族の集い
　
池間島、伊良部町佐良浜、平良西原の人びとは、枕詞に「われら池間民族」と表現する。しかし歴
史的根拠はなく、文化人類学者の笠原政治によると「一種の集団的自称
）11
（
」であるという。いつのこ
ろから人びと 池間民族を名のるようになったのだろうか。　
前出の伊良波盛男によると、一九五六年に行われた平良市教育委員選挙の支援演説の際に池間島出
身の我那覇義典さんが民族運動の一環として「池間民族」という語を提唱したものだという
）1（
（
。以来
「池間民族」は池間島系の人びとの団結と精神的支柱として認識され、一九八六年を第一回として池間島、佐良浜、西原の三地区による「池間民族の集い」が開かれる うになった である。
　
　
池間島が担当会場となった二〇一七年一一月一九日、私も参加し 。 「誇り高き池間民族の血を継ぐ
我ら兄弟の絆」を強め、結束の集いは一日中盛り上がって た。
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おわりに
　「池間島だからできること、池間島でしかできないこと」を目標に、いま池間島はＮＰＯ法人いけま福祉支援センターを軸に、自治会、漁業協同組合、老人クラブ、郷友会などの組織と連携して島おこし活動が展開されていることを見てきた。そして何より大切にしているのは住民間の情報の共有だ。池間民族の集い、ミャークヅツ、ヒャーリクズ（海神祭）などの民俗行事、シマ学校（島の素材を利用した手づくり教室） 、地域の歴史や暮らしを高齢者から学んで観光事業に生かすワークショップ「池間島まるごと暮らしのミュージアム」など、島の行事ははすべて定期刊行物『すまだてぃだより』 （月刊四〇〇部）に掲載、全戸に配布され、島人（すまびとぅ）全員が共有する大切なツールになっている。　小規模多機能型居宅介護事業所、民泊事業、島を知りつくした高齢者から生きる力や命の大切さを
学び、次世代に継承するアマイウムクトゥプロジェクトの取り組みなどが循環し、 「今日も楽しいね」といって生きられる地域共同体の再生への道が着実に実 結び始め いる【注】（1）
	 沖縄県『離島関係資料』 （二〇一八年一月） 「指定離島一覧」二頁。
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（2）
	 隣接する宮古島の方言（みゃーくふつ）では「ぱ・ぴ・ぷ・ぺ・ぽ」の破裂音を多用するので、 「ウパルズ御嶽」と発音するが、池間島には破裂音の使用はなく「オハルズ御嶽」と呼称する。
（3）
	 『宮古島旧記御嶽由来記』旧蔵は東西文化センター（ハワイ） 。法政大学沖縄文化研究所所蔵複製版。
（4）
	 東恩納寛惇「南島風土記」 『東恩納寛惇全集七』第一書房、一九八〇年、七〇四頁。
（5）
	 南琉球研究会は法政大学の鴨澤巖文学部教授（一九二四～二〇〇三）を代表として結成され、宮古諸島をおもなフィールドにした調査が行われた。参加者の筆者は調査の 部を『法政』 （一九八五年一〇月号）に「離島・池間島（沖）に生きる女たち 労働と祭祀」として報告。当調査参加をきっかけに単独で池間通いを続けた。
（6）
	 民俗学者、酒井卯作先生のご紹介で月刊誌『きらめきプラス』 愛育社）において 「沖縄の女たち」と題した連載の機会を得た。池間島を始めとする沖縄本島の糸満漁民の地などの漁民集落の女性たちの生き方と歴史的背景を、二〇一七年六月（
V
ol.56）から連載中である。
（7）
	 二〇一七年三月末現在の住民基本台帳登録人口と世帯数。宮古島市役所市民生活課。
（8）
	 二〇一七年四月現在 池開漁業協同組合調べ。
（9）
	 二〇一六年一二月末 、宮古島市高齢者支援課
（
10）	 宮城栄昌『沖縄ノロの研究』吉川弘文館、一九七九年、八八頁。
（
11）	 沖縄県立水産試験場長・立川卓逸「鰹節読本」彙報・第八号、一九四二年 『沖縄県農林水産行政史』第十七
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巻（水産業資料編１）農林統計協会、一九八三年、七九〇頁。
（
12）	 野口武徳『沖縄池間島民俗誌』未来社、一九七二年、二六七～二六八頁。
（
13）	 沖縄県内務部「 県水産概況」 （大正十五年四月） 前掲『沖縄県農林水産行政史』 （第十七巻） 、八四
～
八六
頁。
（
14）	 亀井顧一『宮古郡八重山郡漁業調査書』法政大学沖縄文化研究所宝玲文庫複写版、00069頁。
（
15）	 平良町役場編 平良町制施行
10周年記念誌』 （一九三四年） 『平良市史』 （第四巻資料編
2）平良市役所、一九
七八年、二一八頁に所収。
（
16）	 森田真弘（眞弘） 『仲間屋真小伝 池間島漁業略史 』一九六一年 私家版、著者の森田は仲間屋真の甥にあたり、アメリカ占領下の沖縄の漁業史に多大な功績を残した。ちなみに他の著書では「真弘」となっているが、当書は「 」である。
（
17）	 同右、七二～九五頁。
（
18）	 藤森三郎『水産増殖面から見た琉球沿岸漁業振興方策』琉球政府経済局、一九六四年 三四～三六頁。
（
19）	 稲村賢敷『宮古島庶民史』一九五七年、四九七頁。
（
20）	 大正十年度「沖縄県立水産試験場事業報告」前掲『 農林水産行 史』 （第十七巻） 、七 〇 七 六頁。
（
21）	 前掲、森田真弘『仲間屋真伝─池間島漁 略史』 二 ～一二九頁。
（
22）	 望月雅彦『ボルネオに渡った沖縄の漁夫と女工』ヤシの実ブックス、二〇〇七年、二八～三一頁。
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（
23）	 仲間明典『佐良浜漁師達の南方鰹漁の軌跡』宮古島市地域おこし研究所、二〇一二年、一一頁。
（
24）	 前掲、森田真弘『仲間屋真小伝（池間島漁業略史）一三五～一三六頁。
（
25）	 石川友紀「海外移民の展開」沖縄県教育委員会編『沖縄県史
　
第七巻
　
各論編六
　
移民』三九二頁。
（
26）	 『水産人森田眞弘著作集
　
激動の沖縄水産を担って』水産人森田眞弘著作集編集会、一九八八年、 （年譜と沖
縄水産会の動き）二四二～二四六頁
（
27）	 同右、一九三頁。
（
28）	 前掲、森田真弘『仲間屋真小伝（池間島漁業略史） 』一六三～一六四頁。
（
29）	 野口武徳『沖縄池間島民俗誌』一九七二年、未来社、一八五～一八六頁。
（
30）	 前泊徳正『池間島の民謡』HOST・M企画、一九八二年、二三五～二 六頁。
（
31）	 外間守善・波照間永吉編著『定本
　
おもろさうし』角川書店、二〇〇二年、五三九頁（巻一四の一三） 。外間
守善『うりずんの島』沖縄タイムス社、一九七一年 ～五頁。
（
32）	 目崎茂和「八重干瀬」季刊『民族学』三六号、千里文化財団、一九八六年、六六頁。
（
33）	 「政保国絵図」 （一六四六年）琉球国絵図史料編集委員会、沖縄県教育庁文化課編『琉球国絵図史料集第一集─正保国絵図及び関連史料─』沖縄県教育委員会、一九九二年、八四
～
八五頁。
（
34）	 新里幸昭『宮古の歌謡─付・宮古歌謡語辞典』沖縄タイムス社、 〇〇三 三二九頁。
（
35）	 琉球政府文化財保護委員会監修『沖縄文化史 東京堂出版、一九七二年、一六二頁。
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（
36）	 前掲、森田真弘『仲間屋真小伝─池間島漁業略史』九〇～九一頁。
（
37）	 平良市史編さん委員会編『平良市史』 （第一巻通史編１）平良市役所、一九七九年） 。三六六頁
（
38）	 「宮古島在番記」平良市史編さん委員会編『平良市史』 （第三巻資料編１）平良市役所、一九八一年、一二五頁所収による。
（
39）	 前掲、 『仲間屋真小伝―池間島漁業略史』一三八～一四二頁。
（
40）	 前掲、 『平良市史』 （第三巻資料編１）六〇二頁
（
41）	 『日刊宮古』創刊第１号、一九八二年五月一日発行、一九九二年三月三日廃刊。沖縄県立図書館にマイクロフィルム複製本として所蔵。
（
42）	 南島地名研究センター編『南島の地名』 （第１集） 、新星図書出版、 九八三年、七〇～七六頁。
（
43）	 岡本恵昭「葬送の習俗『魔除け』 」南島研究会編『南島研究』第一九号、一九七 年、五八頁。
（
44）	 飯島吉晴「骨こぶり習俗」 『日本民俗学』第一五四号、日本民俗学会、一九八四年、 頁。
（
45）	 伊波普猷「南島古代の葬制」 『伊波普猷全集 五巻、平凡社、一九七四年、三五頁。
（
46）	 上野英信「骨嚙み」 『上野英信集４ 闇を砦として』径書房 一九八五年、一五 頁。
（
47）	 柳田國男『葬送習俗語彙』国書刊行会、一九七五年（復刻原本一九三七年） 、四七頁。
（
48）	 折口信夫「かまどの話」 『折口信夫全集』 （ノート編第七巻） 、中央公論社、一九七 年、四〇〇～四〇一頁。
（
49）	 伊良波盛男『わが池間島』 （改訂版） 、池間郷土学研究 、二〇一八年 一二〇頁。
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（
50）	 伊良波盛男『池間民俗語彙の世界
　
宮古・池間島の神観念』ボーダーインク、二〇〇四年、四五～四六頁。
（
51）	 前掲、野口武徳 沖縄池間島民俗誌』二九九頁。
（
52）	 前掲、伊良波盛男『池間民俗語彙の世界
　
宮古・池間島の神観念』七～八頁。
（
53）	 『沖縄の民俗資料』 （第１集）琉球政府文化財保護委員会監修、一九七〇年、二一七頁。
（
54）	 谷川健一「常世論—南
ぱい
の島
すま
」 『谷川健一全集─魔の系譜
　
常世論』第
12巻、冨山房インターナショナル、二〇
〇六年、二七三頁。
（
55）	 前掲、伊良波盛男『池間民俗語彙の世界
　
宮古・池間島の神観念』三九頁。
（
56）	 大井浩太郎『池間嶋史誌』池間嶋史誌発刊委員会、一九八四年、三六一～三六二頁。
（
57）	 『御嶽由来記』前掲『平良市史』 （第三巻資料編１）所収、三八～三九頁。
（
58）	 仲宗根将二「池間島の〝ユークイ〟みたまま」 『平良市の文化財』平良市教育委員会、一九七七年度文化財要覧、三一頁）
（
59）	 「与世山親方宮古島規模帳」前掲『平良市史』 （第三巻資料編 ）所収、六三一頁。
（
60）	 島尻勝太郎「近世宮古の文化と信仰」前掲『平良市史』 （第一巻通史編
1）二〇八～二〇九頁。
（
61）	 『雍正旧記』前掲『平良市史』 （第三巻資料編Ⅰ）所収、四 頁。
（
62）	 前掲、大井浩太郎『池間嶋史誌』三一八頁。
（
63）	 『聞得大君加那志様御新下日記』 （ 『沖縄研究資料
4』法政大学沖縄文化研究所、一九八四年。五三、五四、九
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八、一〇二、一〇六、一〇八、一一一、一一三頁。
（
64）	 酒井卯作「煙草の利用法についての資料」 『南島研究』第五〇号、南島研究会、二〇〇九年、二三頁。
（
65）	 「琉球国由来記」 『琉球史料叢書』第１、井上書房、一九六二年、九九頁。
（
66）	 河村只雄『南方文化の探求』沖縄文教出版、一九七三年、一五二～一 三頁。
（
67）	 宮城文『八重山生活誌』沖縄タイムス社、一九七二年、二六四頁。
（
68）	 柳田國男「日本の祭」 『定本柳田國男集第十巻』筑摩書房、一九六二年、二一九頁。
（
69）	 奥濱幸子「暮らしと祈り 地域と文化』第八一号、南西印刷出版部（ひるぎ社） 、一九九四年、一六頁。
（
70）	 笠原政治『 〈池間民族〉考』風響社、二〇〇八年、二頁。
（
71）	 前掲、伊良波盛男『池間民俗語彙の世界
　
宮古・池間島の神観念』一七一八頁。
【初稿掲載誌】
.	
. 「離島・池間島（沖縄）に生きる女たちの労働と祭祀」 『法政』法政大学、一九八五年、一〇月号。「サンゴ礁の海に生きる南島の女たち」 『中央評論』中央大学、一九八七年、七月号。 「一冊のノートとの出会い─池間島の漁業と離島苦の女性労働」 『地域と文化』南西印刷出版部（ひるぎ社） 、第四五号、一九八七年。
.
.
. 連載「沖縄の女たち」月刊誌『きらめきプラス』 （愛育出版） 、池間島に関しては
V
ol..56 ～
V
ol..63
（二〇一七年六月～二〇一八年三月） 。
